
情報戦略基盤センター

広報第 2号発行のごあいさつ 第 2部　事例報告

第 1部　 現況と活動報告 第 3部　資料

Information Strategy and Technology Center

石
川
工
業
高
等
専
門
学
校

情
報
戦
略
基
盤
セ
ン
タ
ー

V
o
l.2

2
0
2
6

石川工業高等専門学校　情報戦略基盤センター　広報  vol．2

発行日 令和８年３月30日
発　行 石川工業高等専門学校　情報戦略基盤センター
 〒929-0392  石川県河北郡津幡町北中条
 TEL 076-288-8000（学校代表）
 TEL 076-288-8040（情報戦略基盤センター管理室）
 FAX 076-288-8045（情報戦略基盤センター管理室）
 URL https://www.ishikawa-nct.ac.jp/center/
印　刷 田中昭文堂印刷株式会社

Vol.2
2026年3月号





石川工業高等専門学校  情報処理センター

広　   　報

Vol.１４

２０２０

石川工業高等専門学校 情報処理センター

Vol. 2

2026

石川工業高等専門学校  情報戦略基盤センター

広　　　報

石川工業高等専門学校  情報戦略基盤センター





石川工業高等専門学校　情報戦略基盤センター　広報　Vol.2

目　　次

巻頭言‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 校長補佐（図書・情報担当）　長岡　健一�‥‥‥‥ 1

巻頭言　情報戦略基盤センター広報第 ２ 号発行のごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報戦略基盤センター長　川除　佳和‥‥‥‥‥ 2

第 1 部　情報戦略基盤センターの現況と活動報告

令和 6，7年度の情報戦略基盤センター活動報告 ‥‥‥‥‥‥‥‥ 松本　剛史 ‥‥‥‥ 3

情報戦略基盤センターの整備状況、設置機器等の一覧 ‥‥‥‥‥ 飯田　忠夫 ‥‥‥‥ 5

情報処理演習室利用状況 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 飯田　忠夫 ‥‥‥ 10

予算の執行状況 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 飯田　忠夫 ‥‥‥ 14

活動記録 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 飯田　忠夫 ‥‥‥ 15

情報戦略基盤センターからのお願い ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 飯田　忠夫 ‥‥‥ 19

各種サービスと担当部署について ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 飯田　忠夫 ‥‥‥ 21

第２部　事例報告

AI Career Tech Center の紹介‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 小村良太郎 ‥‥‥ 23

高度情報人材育成の紹介 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 小村良太郎 ‥‥‥ 25

GPU 搭載 PC を用いた授業・演習事例紹介

電子情報工学実験 IV「機械学習の基礎」‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 三吉　建尊 ‥‥‥ 27

ウイルスに感染した？「すぐやる三箇条」で被害を最小限に！ ‥ 飯田　忠夫�‥‥‥ 29

第３部　資料

石川工業高等専門学校情報戦略基盤センター諸規則 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 31

編集後記 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 新保　泰輝、横林　修造 ‥‥‥ 36

【表紙の写真】表紙の写真は令和７年度に開所された AI 教育ラボ「AI Career Tech Center」です。

同センターは、高度な演習用 PC やネットワーク環境を活用し、地域社会の課題解決にも貢献で

きる人材の育成を目指して開設されました。

3



巻頭言
校長補佐（図書・情報担当） 長岡 健一

急速に進展する ICT 技術は，教育・研究の在り方のみならず，高等教育機関に求められる
役割そのものを大きく変えつつあります。生成 AIの急速な普及，クラウドサービスの高度
化，そして情報セキュリティに対する社会的要請の高まりは，教育現場における「利便性」
と「安全性」を両立した情報基盤の整備を強く必要としています。

このような社会的背景のもと，情報戦略基盤センターでは，教育環境および情報基盤の質的
転換を意識した取り組みを進めてきました。この 2年間を振り返ると，2024年度末には，
電子情報工学科棟 4 階の第 3 演習室をイノベーションラボとして改修し，分野横断的な学
修やプロジェクト型教育に対応できる柔軟な学習空間としました。本ラボは，学生が主体的
に学び，試行錯誤を重ねながら新たな価値を創出する場として，今後の活用が期待されます。
さらに 2025年度には，語学マルチメディア演習室を，インテル株式会社および株式会社内
田洋行との産学連携により「AI Carrier Tech Center」として改修し，AI教育の拠点として
再整備しました。こちらは，実践的な AIリテラシー教育や高度な専門教育を支える基盤と
して，本校における AI人材育成の中核を担うものです。

一方で，利便性の高い ICT 環境を安全に運用するための情報セキュリティ対策も重要な課
題です。2025 年度には，学内グループウェアであるサイボウズガルーンのクラウド化を実
施するとともに，2段階認証を導入しました。あわせて，WebClass においても同様の認証
強化を行い，学修環境の安全性向上を図りました。また，教員室 VLANへの IEEE802.1X導
入により，ネットワーク利用時の認証基盤を強化し，組織全体としてのセキュリティ水準の
底上げを実現しています。

情報戦略基盤センターは，今後も教育・研究活動を支える「重要な情報戦略基盤」として，
変化する社会や技術動向を的確に捉えながら，本校の教育の質向上と持続的発展に貢献し
てまいります。本広報を通じて，これらの取り組みをご理解いただくとともに，教職員・学
生の皆様とともに，より良い学修環境を築いていく一助となれば幸いです。
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巻頭言 情報戦略基盤センター広報第 2号発行のごあいさつ

情報戦略基盤センター長 川除 佳和

情報戦略基盤センター広報の発行にあたり，平素より情報戦略基盤センターの運営にご
理解とご協力を賜り，厚く御礼申し上げます．

前号は，情報戦略基盤センターへと組織名称を変更後，初めて発行した第１号でした．
本号は，前号から 2年を経てお届けする第２号となります．この 2年間を振り返ると，教
育や研究に加え，業務の進め方も着実に変化してきたと感じています．コロナ禍を契機と
して，教育においては Teamsなど新しいツールの活用が定着し，研究においてもオンライ
ンによる学会発表など，新しい様式が広く取り入れられてきました．さらに，DXに代表
されるように，業務においても IT技術を活用した効率化が一層求められる状況になって
います．こうした変化を受け，学内の情報基盤を戦略的に支える情報戦略基盤センターに
求められる役割は，より「日常の当たり前」に溶け込む形へと移ってきたように感じてい
ます．その一方で，情報の扱い方や各種システム運用が，これまで以上に重要になってい
ることもまた事実です．

とりわけ近年，セキュリティに関連した事故は，どこでも起こり得る身近な問題になっ
ています．典型的な例は，怪しいメールのリンクをクリックしたことをきっかけに認証情
報が盗まれ，不正ログインやなりすましにつながるケースです．また，端末のウイルス感
染や脆弱性の悪用からランサムウェア被害に発展し，業務ファイルが暗号化されて，復旧
まで長期間を要することもあります．クラウドの共有設定ミスや，外部サービスを利用す
る際の誤操作など，原因は一つでも，影響は組織全体に広がります．このため，日々の操
作や運用はもちろん，セキュリティインシデントが疑われる場合に備え，特に初動対応が
重要です．毎年のようにお願いしていることではありますが，セキュリティインシデント
と思ったらやるべきことをまとめた「すぐやる三箇条」は，印刷して普段作業している端
末の近くに貼っておいてください．いわば，デジタル時代のアナログなお守りです．

直近 2年間では，学内基盤に関わる見直しと更新を進めてきました．本号では，主に令
和 6年度と令和 7年度の活動を取りまとめています．日々の利用の背景にある取り組みを
知っていただくことで，センターの役割をご理解いただければ幸いです．今後とも，利便
性と安全性の両立に努め，教育・研究・業務を支える土台を整え続けてまいります．引き
続き，ご協力を賜りますよう，よろしくお願い申し上げます．
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情報ᡓ␎ᇶ┙ࢭンࢱーᩚࡢ備≧ἣࠊタ⨨ᶵჾ➼ࡢ一覧

㣤⏣ ᛅኵ

(ᢏ⾡ᩍ⫱支援センター) 

㸯㸬ᩚ備≧ἣ

᝟ሗᡓ␎ᇶ┙䝉ン䝍ーの୺䛺ᩚഛ≧ἣを௨ୗに♧䛩䚹

ᘓᒇ ᫛和 50年 3月 㟁Ꮚィ⟬機ᐊᲷ❹工

平成 5年 4月 ᝟ሗฎ⌮䝉ン䝍ーにᨵ⤌

令和 4年 6月から令和 5年 3月䜎䛷 ኱つᶍᨵಟ

ᨵಟᚋ䚸令和 5年 4月に᝟ሗฎ⌮䝉ン䝍ーから᝟ሗᡓ␎ᇶ┙䝉ン䝍ー

䜈ྡ⛠変更

ᩍ⫱用㟁Ꮚィ⟬機システム 平成 17年 9月 ᝟ሗฎ⌮₇⩦ᐊ PC更᪂

平成 22年 9月 ᝟ሗฎ⌮₇⩦ᐊ PC更᪂

平成 28年 3月 ᝟ሗฎ⌮₇⩦ᐊ PC更᪂

令和 5年 3月 ᝟ሗฎ⌮₇⩦ᐊ PC更᪂

እ㒊㏻ಙ専用ᅇ⥺ 平成 15年 7月 Wide LAN Plus(ᅇ⥺㏿ᗘ 100Mbps)に更᪂

  SINET 䝜ード校タ⨨機ჾ更᪂

平成 18年 4月 HTNet-Etherサービス䠄ᅇ⥺㏿ᗘ 100Mbps䠅

平成 23年 4月 SINETᅇ⥺ቑᙉ(100Mbps->1Gbps) 

         平成 26年 3月 NTT フ䝺䝑䝒ගフ䜯䝭䝸ー100からග䝛クストに 変更

平成 28年 4月  እ㒊୺ᅇ⥺ 䜰䝹テ䝸䜰䝛䝑ト䝽ークス(1Gbps) 

平成 31年 4月  እ㒊୺ᅇ⥺ ໭㝣㏻ಙ䝛䝑ト䝽ーク(1Gbps) 

令和 4年 4月   እ㒊୺ᅇ⥺ ໭㝣㏻ಙ䝛䝑ト䝽ーク(1Gbps) 

令和 7年 4月   እ㒊୺ᅇ⥺ ໭㝣㏻ಙ䝛䝑ト䝽ーク(1Gbps) 

校ෆ LANタഛ 平成 19年 3月 䝛䝑ト䝽ーク機ჾ更᪂

平成 22年 4月 ᪂↓⥺ LAN✌ື

平成 24年 9月 䝛䝑ト䝽ーク機ჾ更᪂

  学ෆ↓⥺ LAN更᪂

平成 25年 9月 学⏕ᑅ↓⥺ LAN更᪂

平成 26年 3月  VPN䝹ー䝍更᪂

平成 2䠓年 3月 ➨䠍䞉➨ 2య⫱㤋↓⥺ LAN APタ⨨

平成 28年 3月  ⮬ᙖ㤋↓⥺ LAN APタ⨨

校ෆᖿ⥺ග䜿ー䝤䝹更᪂

㟁Ꮚ᝟ሗᲷ᭷⥺ LAN䜿ー䝤䝹更᪂

平成 29年 8月 学ෆ LAN更᪂(高専機構୍ᣓㄪ㐩) 

令和 3年 1月  ➨ 1,➨ 2య⫱㤋ග䜿ー䝤䝹ᩜタ

                          3月 ᒣᑅ䝛䝑ト䝽ーク機ჾ更᪂     

令和 4年 8月 学ෆ LAN更᪂(高専機構୍ᣓㄪ㐩) 

እ㒊ಖᏲዎ⣙のᐇ᪋ 平成 12年 10月 学ෆ୺要サー䝞のእ㒊ಖᏲዎ⣙をᐇ᪋

平成 15年 11月 䝛䝑ト䝽ークのእ㒊ಖᏲዎ⣙をᐇ᪋

5



฼用⪅サービス 平成 15年 3月 フ䜯イ䝹サー䝞の᏶඲䝞䝑ク䜰䝑䝥をᐇ᪋

平成 19年 9月 䜰ン䝏ス䝟ムシステムを更᪂

平成 23年 4月 Gmail導入䛸䛂⥭ᛴ䛃メー䝹送ಙサービス開始

平成 25年 10月 䜾䝹ー䝥ウ䜵䜰(Cybozuから Garoon)の更᪂

平成 26年 7月 ᪂䛧䛔WebMail(ActiveMail)の導入

                    平成 27年 4月 Office365฼用開始

令和 2年 4月 本校බᘧ䝩ーム䝨ー䝆を学ෆ䜸ン䝥䝺䝭スサー䝞

からእ㒊䝕ー䝍䝉ン䝍のクラウドサービス䜈移行

令和 3年 3月 フ䜯イ䝹サー䝞サービス೵Ṇ

令和 5年 9月 メー䝹サー䝞を Microsoft365 Exchange Onlineに移行

11月 メー䝹サー䝞移行にక䛔WebMail(ActiveMail)の運用

೵Ṇ

                        令和 7年 11月 䜾䝹ー䝥ウ䜵䜰(Cybozu)をクラウドに移行

₇⩦ᐊ⎔ቃᩚഛ 平成 15年 12月 ₇⩦ᐊの↷᫂ᨵၿ䚸OHPスク䝸ーン移タ

平成 16年 3月 ᝟ሗฎ⌮䝉ン䝍ー⟶⌮ᐊ䜹ー䝨䝑トᩜタ

平成 17年 7月 ᝟ሗฎ⌮䝉ン䝍ーᑠ₇⩦ᐊ↷᫂ᨵⰋ工஦

平成 18年 8月 ➨ 1₇⩦ᐊ ↷᫂ᨵⰋ工஦

平成 20年 3月 ➨ 1₇⩦ᐊ，➨ 3₇⩦ᐊᾮᬗ䝥䝻䝆䜵ク䝍を更᪂

平成 21年 4月 ➨ 4₇⩦ᐊ(語学䝬䝹䝏メ䝕䜱䜰₇⩦ᐊ)の✌ാ

平成 23年 7月 ➨ 1₇⩦ᐊ 䝬イクཷග䝉ンサーቑタ

                        平成 25年 2月 ➨ 1 ₇⩦ᐊ, ➨ 3 ₇⩦ᐊ 䝥䝻䝆䜵ク䝍 HDMI ᑐᛂ

平成 26年 8月 ➨ 3₇⩦ᐊ 䝥䝻䝆䜵ク䝍更᪂

12月 ➨ 2₇⩦ᐊ 䝥䝻䝆䜵ク䝍更᪂

平成 27年 10月 ➨ 2₇⩦ᐊ 䝥䝻䝆䜵ク䝍更᪂

平成 29年 6月 ➨ 3₇⩦ᐊ スク䝸ーン更᪂

8月 ➨ 1₇⩦ᐊ 䝥䝻䝆䜵ク䝍更᪂

平成 31年 3月  ᝟ሗฎ⌮₇⩦ᐊ 4ᐊの㡢㡪タഛ更᪂

令和ඖ年䠓月 ➨ 2₇⩦ᐊ ᳔Ꮚ更᪂

令和 2年 8月 ₇⩦ᐊ PCに高㏿㉳ື用እ௜䛡 SSDྲྀ௜䛡

᝟ሗฎ⌮₇⩦ᐊに᪂ᆺ䝁䝻䝘ウイ䝹スᑐ⟇ᐇ᪋

䠄䜰ク䝸䝹ᯈのタ⨨等䠅

令和 2年 11月 ➨ 4₇⩦ᐊ 䝥䝻䝆䜵ク䝍更᪂

令和 3年 8月 ➨ 1₇⩦ᐊ ᳔Ꮚ更᪂

令和 3年 10月 ➨ 4₇⩦ᐊ 䝥䝻䝆䜵ク䝍更᪂

令和 5年 4月 ➨ 1₇⩦ᐊ䞉ᑠ₇⩦ᐊ ᝟ሗᡓ␎ᇶ┙䝉ン䝍ーᨵಟ

にక䛖₇⩦ᐊᩚഛに䜘䜚

➨ 1₇⩦ᐊ䝥䝻䝆䜵ク䝍 4ᘧタ⨨

ᑠ₇⩦ᐊに䝥䝻䝆䜵ク䝍 1ᘧタ⨨

令和䠓年䠐月 㟁Ꮚ᝟ሗ工学⛉Ჷ䠄䠑ྕ㤋䠅ᨵಟにక䛔，➨䠏₇⩦ᐊ

を䛂イ䝜䝧ーシ䝵ンラ䝪䛃にᐊྡ変更

イ䝜䝧ーシ䝵ンラ䝪 スク䝸ーン䞉䝥䝻䝆䜵ク䝍 4ᘧタ⨨

e-Learning 平成 16年 4月 WebClass䛜✌ື

平成 17年 5月 CaLabo EX䛜✌ື

9月 ALC Academy䛜✌ື

平成 20年 3月 ALC Academyの᪂ TOEICᑐᛂ∧䛜✌ື

平成 22年 9月 授業支援ソフト CaLaboEXから Insightに移行

平成 25年 4月 ALC クラウドシステムに移行

平成 28年 7月 高専機構 e-Learning(BlackBoard)の運用開始

令和 5年 3月 授業支援ソフト Insightから CalaboLXに移行

4月 高専機構 e-Learning BlackBoardからWebClass

に変更

令和 7年 5月 e-Learning(WebClass)に多要素認証を導入

日本語ドメイン転送 平成 15年 4月  日本語ドメインの転送サービスを開始

石川工業高等専門学校.jp，石川高専.jp                   
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฼用⪅サービス 平成 15年 3月 フ䜯イ䝹サー䝞の᏶඲䝞䝑ク䜰䝑䝥をᐇ᪋

平成 19年 9月 䜰ン䝏ス䝟ムシステムを更᪂

平成 23年 4月 Gmail導入䛸䛂⥭ᛴ䛃メー䝹送ಙサービス開始

平成 25年 10月 䜾䝹ー䝥ウ䜵䜰(Cybozuから Garoon)の更᪂

平成 26年 7月 ᪂䛧䛔WebMail(ActiveMail)の導入

                    平成 27年 4月 Office365฼用開始

令和 2年 4月 本校බᘧ䝩ーム䝨ー䝆を学ෆ䜸ン䝥䝺䝭スサー䝞

からእ㒊䝕ー䝍䝉ン䝍のクラウドサービス䜈移行

令和 3年 3月 フ䜯イ䝹サー䝞サービス೵Ṇ

令和 5年 9月 メー䝹サー䝞を Microsoft365 Exchange Onlineに移行

11月 メー䝹サー䝞移行にక䛔WebMail(ActiveMail)の運用

೵Ṇ

                        令和 7年 11月 䜾䝹ー䝥ウ䜵䜰(Cybozu)をクラウドに移行

₇⩦ᐊ⎔ቃᩚഛ 平成 15年 12月 ₇⩦ᐊの↷᫂ᨵၿ䚸OHPスク䝸ーン移タ

平成 16年 3月 ᝟ሗฎ⌮䝉ン䝍ー⟶⌮ᐊ䜹ー䝨䝑トᩜタ

平成 17年 7月 ᝟ሗฎ⌮䝉ン䝍ーᑠ₇⩦ᐊ↷᫂ᨵⰋ工஦

平成 18年 8月 ➨ 1₇⩦ᐊ ↷᫂ᨵⰋ工஦

平成 20年 3月 ➨ 1₇⩦ᐊ，➨ 3₇⩦ᐊᾮᬗ䝥䝻䝆䜵ク䝍を更᪂

平成 21年 4月 ➨ 4₇⩦ᐊ(語学䝬䝹䝏メ䝕䜱䜰₇⩦ᐊ)の✌ാ

平成 23年 7月 ➨ 1₇⩦ᐊ 䝬イクཷග䝉ンサーቑタ

                        平成 25年 2月 ➨ 1 ₇⩦ᐊ, ➨ 3 ₇⩦ᐊ 䝥䝻䝆䜵ク䝍 HDMI ᑐᛂ

平成 26年 8月 ➨ 3₇⩦ᐊ 䝥䝻䝆䜵ク䝍更᪂

12月 ➨ 2₇⩦ᐊ 䝥䝻䝆䜵ク䝍更᪂

平成 27年 10月 ➨ 2₇⩦ᐊ 䝥䝻䝆䜵ク䝍更᪂

平成 29年 6月 ➨ 3₇⩦ᐊ スク䝸ーン更᪂

8月 ➨ 1₇⩦ᐊ 䝥䝻䝆䜵ク䝍更᪂

平成 31年 3月  ᝟ሗฎ⌮₇⩦ᐊ 4ᐊの㡢㡪タഛ更᪂

令和ඖ年䠓月 ➨ 2₇⩦ᐊ ᳔Ꮚ更᪂

令和 2年 8月 ₇⩦ᐊ PCに高㏿㉳ື用እ௜䛡 SSDྲྀ௜䛡

᝟ሗฎ⌮₇⩦ᐊに᪂ᆺ䝁䝻䝘ウイ䝹スᑐ⟇ᐇ᪋

䠄䜰ク䝸䝹ᯈのタ⨨等䠅

令和 2年 11月 ➨ 4₇⩦ᐊ 䝥䝻䝆䜵ク䝍更᪂

令和 3年 8月 ➨ 1₇⩦ᐊ ᳔Ꮚ更᪂

令和 3年 10月 ➨ 4₇⩦ᐊ 䝥䝻䝆䜵ク䝍更᪂

令和 5年 4月 ➨ 1₇⩦ᐊ䞉ᑠ₇⩦ᐊ ᝟ሗᡓ␎ᇶ┙䝉ン䝍ーᨵಟ

にక䛖₇⩦ᐊᩚഛに䜘䜚

➨ 1₇⩦ᐊ䝥䝻䝆䜵ク䝍 4ᘧタ⨨

ᑠ₇⩦ᐊに䝥䝻䝆䜵ク䝍 1ᘧタ⨨

令和䠓年䠐月 㟁Ꮚ᝟ሗ工学⛉Ჷ䠄䠑ྕ㤋䠅ᨵಟにక䛔，➨䠏₇⩦ᐊ

を䛂イ䝜䝧ーシ䝵ンラ䝪䛃にᐊྡ変更

イ䝜䝧ーシ䝵ンラ䝪 スク䝸ーン䞉䝥䝻䝆䜵ク䝍 4ᘧタ⨨

e-Learning 平成 16年 4月 WebClass䛜✌ື

平成 17年 5月 CaLabo EX䛜✌ື

9月 ALC Academy䛜✌ື

平成 20年 3月 ALC Academyの᪂ TOEICᑐᛂ∧䛜✌ື

平成 22年 9月 授業支援ソフト CaLaboEXから Insightに移行

平成 25年 4月 ALC クラウドシステムに移行

平成 28年 7月 高専機構 e-Learning(BlackBoard)の運用開始

令和 5年 3月 授業支援ソフト Insightから CalaboLXに移行

4月 高専機構 e-Learning BlackBoardからWebClass 

に変更

令和 7年 5月  e-Learning(WebClass)に多要素認証を導入

日本語ドメイン転送 平成 15年 4月  日本語ドメインの転送サービスを開始

  石川工業高等専門学校.jp，石川高専.jp                   
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㸰㸬ᩚ備≧ἣᩍ⫱⏝㟁Ꮚィ⟬ᶵࢩス࣒ࢸ➼一覧

᝟ሗᡓ␎基┙センター࡟設⨨ࡿ࠸࡚ࢀࡉᶵჾࡣ௨ୗࠋࡿ࠶࡛ࡾ࠾࡜ࡢ

表 2－1 情報処理演習室タ備➼

ᶵ ჾ ྡ ᩘ 㔞 ᶵ    ჾ    ௙    ᵝ

PC ₇⩦用 PC 

➨ 1 ₇⩦ᐊࠊᑠ₇⩦

ᐊ PC

➨ 1₇⩦ᐊ
44

ᑠ₇⩦ᐊ

10 

OptiPlex 7400 All-in-One DELL〇 ディスプレイ୍యᆺ

OS㸸Windows 11 
CPU㸸Intel Core i5-12500 3.0GHz RAM㸸16GB
SSD㸸512GB 
ᾮᬗディスプレイ 23.8 inch

PC ₇⩦用 PC 

➨ 2₇⩦ᐊ PC 

45

OptiPlex 5000 SFF DELL〇
OS㸸Windows 11 
CPU㸸Intel Core i5-12500 3.0GHz RAM㸸16GB
SSD㸸512GB 
ᾮᬗディスプレイ P2723D 27 inch

PC ➨ 3₇⩦ᐊ PC 

46

Precison 3660 Tower CTO DELL〇
OS㸸Windows 11 
CPU㸸Intel Core i5-12500 3.0GHz RAM㸸16GB
SSD㸸512GB 
GPU㸸NVIDIA〇 RTX3070ᦚ㍕
ᾮᬗディスプレイ P2422H 23.8 inch

PC
(ᩍᖌ用) 

ㄒᏛマル࣓ࢳディア

₇⩦

1 

OptiPlex 5000 SFF DELL〇
OS㸸Windows 11 
CPU㸸Intel Core i5-12500 3.0GHz RAM㸸16GB
SSD㸸512GB 
ᾮᬗディスプレイ P2422HE 23.8 inch

デ ィ ス プ

レイ
ㄒᏛマル࣓ࢳディア

₇⩦
46 ᾮᬗディスプレイ P2422HE 23.8 inch 

プリンタ

A3 ࣔࣀクロ レーザ

ープリンタ

➨ 1₇⩦ᐊ
 2 

ᑠ₇⩦ᐊ

1 
➨ 2₇⩦ᐊ

2

DocuPrint 3500d ᐩኈ㏻フイルムビࢿࢪスイ࣋ࣀーション〇
解像ᗘ 1200×1200dpi㧗⢭⣽, ༳ๅ㏿ᗘ 38ᯛ/ศ A4ࣚコ

プリンタ

A4 クロࣀࣔ レーザ

ープリンタ

➨ 3₇⩦ᐊ
2 

ㄒᏛマルࢳ

࣓ディア

₇⩦ᐊ

1

DocuPrint P360dw ᐩኈ㏻フイルムビࢿࢪスイ࣋ࣀーション〇
解像ᗘ 1200×1200dpi, ༳ๅ㏿ᗘ 40ᯛ/ศ  

GPU BOX እ௜ࡅ㧗ᛶ⬟ GPU 

BOX
5 GPU : GeForce RTX3080 ZOTAC♫〇

BOX : AKiTio Node Titan OWC〇
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㸰㸬ᩚ備≧ἣᩍ⫱⏝㟁Ꮚィ⟬ᶵࢩス࣒ࢸ➼一覧

᝟ሗᡓ␎基┙センター࡟設⨨ࡿ࠸࡚ࢀࡉᶵჾࡣ௨ୗࠋࡿ࠶࡛ࡾ࠾࡜ࡢ

表 2－1 情報処理演習室タ備➼

ᶵ ჾ ྡ ᩘ 㔞 ᶵ    ჾ    ௙    ᵝ

PC ₇⩦用 PC

➨ 1 ₇⩦ᐊࠊᑠ₇⩦

ᐊ PC

➨ 1₇⩦ᐊ
44

ᑠ₇⩦ᐊ

10

OptiPlex 7400 All-in-One DELL〇 ディスプレイ୍యᆺ
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CPU㸸Intel Core i5-12500 3.0GHz RAM㸸16GB
SSD㸸512GB
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PC ₇⩦用 PC

➨ 2₇⩦ᐊ PC

45

OptiPlex 5000 SFF DELL〇
OS㸸Windows 11
CPU㸸Intel Core i5-12500 3.0GHz RAM㸸16GB
SSD㸸512GB
ᾮᬗディスプレイ P2723D 27 inch

PC ➨ 3₇⩦ᐊ PC

46

Precison 3660 Tower CTO DELL〇
OS㸸Windows 11
CPU㸸Intel Core i5-12500 3.0GHz RAM㸸16GB
SSD㸸512GB
GPU㸸NVIDIA〇 RTX3070ᦚ㍕
ᾮᬗディスプレイ P2422H 23.8 inch

PC
(ᩍᖌ用)

ㄒᏛマル࣓ࢳディア

₇⩦

1

OptiPlex 5000 SFF DELL〇
OS㸸Windows 11
CPU㸸Intel Core i5-12500 3.0GHz RAM㸸16GB
SSD㸸512GB
ᾮᬗディスプレイ P2422HE 23.8 inch

デ ィ ス プ

レイ
ㄒᏛマル࣓ࢳディア

₇⩦
46 ᾮᬗディスプレイ P2422HE 23.8 inch

プリンタ

A3 ࣔࣀクロ レーザ

ープリンタ

➨ 1₇⩦ᐊ
2

ᑠ₇⩦ᐊ

1
➨ 2₇⩦ᐊ

2

DocuPrint 3500d ᐩኈ㏻フイルムビࢿࢪスイ࣋ࣀーション〇
解像ᗘ 1200×1200dpi㧗⢭⣽, ༳ๅ㏿ᗘ 38ᯛ/ศ A4ࣚコ

プリンタ

A4 クロࣀࣔ レーザ

ープリンタ

➨ 3₇⩦ᐊ
2

ㄒᏛマルࢳ

࣓ディア

₇⩦ᐊ

1

DocuPrint P360dw ᐩኈ㏻フイルムビࢿࢪスイ࣋ࣀーション〇

解像ᗘ 1200×1200dpi, ༳ๅ㏿ᗘ 40ᯛ/ศ

GPU BOX እ௜ࡅ㧗ᛶ⬟ GPU 

BOX
5 GPU : GeForce RTX3080 ZOTAC♫〇

BOX : AKiTio Node Titan OWC〇

表 2－2 情報処理演習室 PC インストールソフトウエア一覧

種    類 名               称 備      考

基本ソフト（OS） MS Windows 11 Pro MS包括ライセンス
プログラム開発環境 Code Blocks
  〃 Python Anaconda3
  〃 Processing 
マイコン開発環境 Arduino 開発環境
Officeソフト MS Office LTSC Professional Plus 2024 MS包括ライセンス
CAD AutoCAD 2025 フローティングライセンス

  〃 ARCHICAD
  〃 Solidworks 2025 フローティングライセンス

  〃 Revit 2023 
  〃 Jw_cad
  〃 It’s CAD MAX3
仮想化ソフト Oracle Virtual Box
Linux環境 Cygwin
Linux環境 Ubuntu 22.04
PDFファイル表示 Adobe Acrobat Reader DC
PDFファイル作成 CubePDF Page 
画像ビューワー IrfanView
ブラウザ MS Edge
画像処理 GIMP
グラフィック用アプリ Inkscape
解析ソフト MATLAB R2022a フローティングライセンス

エディタ TeraPad 
  〃 Visual Studio Code 
回路解析ソフト LTspice
回路設計ソフト pcbe
回路図エディタ BSch3v
  〃 Fritzing
回路シミュレータ Icarus Verilog
LSI設計ツール Glade
ターミナル Tera Term
圧縮・解凍ツール 7-Zip
FTPクライアント WinSCP
コミュニケーション

ツール
MS Teams

授業支援ソフト Calabo LX
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㣤⏣ ᛅኵ

(ᢏ⾡教育ᨭ᥼センター) 

ձ ௧࿴６ᖺᗘの情報ฎ理演習室の利用時間割を表㸱ࠋࡍ♧࡟

第１演習室（情報戦略基盤センター演習室）                    表㸱－１ ๓期時間割

月 火 水 木 金

1-
2 

4M 

機械工学実験Ⅰ

1C 

コンピュータリテラシー

5M

機械工学実験Ⅱ

5M 

工業英語

4M

ᩘ್計⟬ἲ

3-
4 

4M 

機械工学実験Ⅰ

1E

製図

5M

機械工学実験Ⅱ

5A

建築情報処理演習

5-
6 

2C

プログラミング

3M 

機械設計製図 I

1A 

コンピュータリテラシー

1C

環境都市工学基礎

7-
8 

3M 

機械設計製図 I 

1E  

コンピュータリテラシー

第２演習室（４号館（建築学科棟）２F）                   表㸱－２ ๓期時間割

月 火 水 木 金

1-
2 

4A

建築設計Ⅳ

4A

課題演習

5C 環境都市工学

設計製図Ⅱ

3A  

建築設計Ⅲ

4A 

建築 CADᛂ⏝

3-
4 

3A  

建築設計Ⅲ

4E  

プログラミングⅢ

5C 環境都市工学

設計製図Ⅱ

4A

建築設計Ⅳ

3A

建築 CAD基礎

5-
6 

3A  

建築設計Ⅲ

1A 

建築設計 I 

3C 

測量学実習Ⅱ

4A

建築設計Ⅳ

3A 

造ᙧ演習

7-
8 

2C

測量学実習 I 

4A 

課題演習

第㸱演習室（５号館（電子情報工学科棟）４F 情報ฎ理演習室）        表㸱－㸱 ๓期時間割

電子情報工学科棟（５号館）ᨵಟのࡵࡓ 7/16以㝆 in situ教室 Iを౑用

月 火 水 木 金

1-

2 

5E 

制御工学Ⅱ

1EM 

創造工学演習Ⅰ

3I 

プログラミングᛂ⏝演習

3I コンピュータアーキ

テクチャ

3-

4 

1I

電子情報工学実験Ⅰ

1EM 

創造工学演習Ⅰ

5I 

ソフトウェア工学

5I 

制御工学

3M

情報処理Ⅱ

5-

6 

2I

電子情報工学実験Ⅱ

1EM

計測制御工学

4I

電子情報工学実験Ⅳ

3I

電子情報工学実験Ⅲ

7-

8 

5I

電子情報工学実験䊤

4I

電子情報工学実験Ⅳ

第４演習室（１号館（管理棟，一般教育科棟）４F ㄒ学・࣐ࣝ࢔࢕ࢹ࣓ࢳ演習室）表㸱－４ ๓期時間割

月 火 水 木 金

1-

2 

3-

4 

5-

6 
  

7-

8 

第１演習室（情報戦略基盤センター演習室）                 表㸱－５ 後期時間割

月 火 水 木 金

1-

2

2M

情報処理Ⅰ

4C 環境都市工学設

計製図 I

2EM

メディア工学(選)

5M

工業英語

3-

4

3M

機械創造演習

1E

製図

4C 環境都市工学設

計製図 I

5M シミュレーション

工学(選)

4M

機械工学実験Ⅰ

5-

6

3M

機械創造演習

4A 

建築工学総合演習

5E

制御工学Ⅱ

4M

機械工学実験Ⅰ

7-

8

4M

ᩘ್計⟬ἲ

第２演習室（４号館（建築学科棟）２F）                  表㸱－６ 後期時間割

月 火 水 木 金

1-

2

3A

建築設計Ⅲ

４A

建築設計Ⅳ

3A

建築設計Ⅲ

1C 

コンピュータリテラシー

3-

4

3A

建築設計Ⅲ

1C

CAD

1A

建築設計Ⅰ

４A

建築設計Ⅳ

5-

6

5A 建築環境・ソリュ

ーション学(選)

2C

測量学実習 I

1A

建築設計Ⅰ

４A

建築設計Ⅳ

1C

環境都市工学基礎

7-

8

2C

測量学実習 I

4A

課題演習

in situ教室 I（６号館２F）                       表㸱－７ 後期時間割

月 火 水 木 金

1-

2

5I

VLSI工学

4I

コンパイラ

5I

ソフトウェア工学

2I

プログラミング基礎Ⅱ

3-

4

3I コンピュータアー

キテクチャ

1I

電子情報工学実験Ⅰ

2I

電子情報工学実験Ⅱ

1I

電子情報工学基礎Ⅰ

5I

ディ䝆タルಙྕ処理

5-

6

5I

制御工学

4I

システム設計演習

3I

ハードウェア設計工学

4I

電子情報工学実験Ⅳ

3I

電子情報工学実験Ⅲ

7-

8

4I

システム設計演習

4I

電子情報工学実験Ⅳ

第４演習室（１号館（管理棟，一般教育科棟）４F ㄒ学・࣐ࣝ࢔࢕ࢹ࣓ࢳ演習室）表㸱－８ 後期時間割

月 火 水 木 金

1-

2

2EM

創造工学演習Ⅱ

2EM

創造工学演習Ⅱ

2AC

創造工学演習Ⅱ

1EM

創造工学演習Ⅰ

3-

4

2EM

創造工学演習Ⅱ

2EM

創造工学演習Ⅱ

2AC

創造工学演習Ⅱ

1EM

創造工学演習Ⅰ

5-

6

7-

8

10
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㣤⏣ ᛅኵ

(ᢏ⾡教育ᨭ᥼センター)

ձ ௧࿴６ᖺᗘの情報ฎ理演習室の利用時間割を表㸱ࠋࡍ♧࡟

第１演習室（情報戦略基盤センター演習室）                    表㸱－１ ๓期時間割

月 火 水 木 金

1-
2

4M

機械工学実験Ⅰ

1C 

コンピュータリテラシー

5M

機械工学実験Ⅱ

5M

工業英語

4M

ᩘ್計⟬ἲ

3-
4

4M

機械工学実験Ⅰ

1E

製図

5M

機械工学実験Ⅱ

5A

建築情報処理演習

5-
6

2C

プログラミング

3M

機械設計製図 I

1A 

コンピュータリテラシー

1C

環境都市工学基礎

7-
8

3M

機械設計製図 I

1E

コンピュータリテラシー

第２演習室（４号館（建築学科棟）２F）                   表㸱－２ ๓期時間割

月 火 水 木 金

1-
2

4A

建築設計Ⅳ

4A

課題演習

5C 環境都市工学

設計製図Ⅱ

3A 

建築設計Ⅲ

4A 

建築 CADᛂ⏝

3-
4

3A 

建築設計Ⅲ

4E

プログラミングⅢ

5C 環境都市工学

設計製図Ⅱ

4A

建築設計Ⅳ

3A

建築 CAD基礎

5-
6

3A 

建築設計Ⅲ

1A

建築設計 I

3C

測量学実習Ⅱ

4A

建築設計Ⅳ

3A

造ᙧ演習

7-
8

2C

測量学実習 I

4A

課題演習

第㸱演習室（５号館（電子情報工学科棟）４F 情報ฎ理演習室）        表㸱－㸱 ๓期時間割

電子情報工学科棟（５号館）ᨵಟのࡵࡓ 7/16以㝆 in situ教室 Iを౑用

月 火 水 木 金

1-

2

5E

制御工学Ⅱ

1EM

創造工学演習Ⅰ

3I 

プログラミングᛂ⏝演習

3I コンピュータアーキ

テクチャ

3-

4

1I

電子情報工学実験Ⅰ

1EM

創造工学演習Ⅰ

5I

ソフトウェア工学

5I 

制御工学

3M

情報処理Ⅱ

5-

6

2I

電子情報工学実験Ⅱ

1EM

計測制御工学

4I

電子情報工学実験Ⅳ

3I

電子情報工学実験Ⅲ

7-

8

5I

電子情報工学実験䊤

4I

電子情報工学実験Ⅳ

第４演習室（１号館（管理棟，一般教育科棟）４F ㄒ学・࣐ࣝ࢔࢕ࢹ࣓ࢳ演習室）表㸱－４ ๓期時間割

月 火 水 木 金

1-

2

3-

4

5-

6

7-

8

第１演習室（情報戦略基盤センター演習室）                 表㸱－５ 後期時間割

月 火 水 木 金

1-

2 

2M 

情報処理Ⅰ

4C 環境都市工学設

計製図 I 

2EM 

メディア工学(選)

5M

工業英語

3-

4 

3M 

機械創造演習

1E

製図

4C 環境都市工学設

計製図 I 

5M シミュレーション

工学(選) 

4M

機械工学実験Ⅰ

5-

6 

3M 

機械創造演習

4A 

建築工学総合演習

5E 

制御工学Ⅱ

4M

機械工学実験Ⅰ

7-

8 

4M

ᩘ್計⟬ἲ

第２演習室（４号館（建築学科棟）２F）                  表㸱－６ 後期時間割

月 火 水 木 金

1-

2 

3A

建築設計Ⅲ

４A 

建築設計Ⅳ

3A 

建築設計Ⅲ

1C 

コンピュータリテラシー

3-

4 

3A

建築設計Ⅲ

1C 

CAD

1A  

建築設計Ⅰ

４A 

建築設計Ⅳ

5-

6 

5A 建築環境・ソリュ

ーション学(選) 

2C

測量学実習 I 

1A  

建築設計Ⅰ

４A 

建築設計Ⅳ

1C 

環境都市工学基礎

7-

8 

2C

測量学実習 I 

4A

課題演習

in situ教室 I（６号館２F）                       表㸱－７ 後期時間割

月 火 水 木 金

1-

2 

5I

VLSI工学

4I

コンパイラ

5I 

ソフトウェア工学

2I 

プログラミング基礎Ⅱ

3-

4 

3I コンピュータアー

キテクチャ

1I

電子情報工学実験Ⅰ

2I 

電子情報工学実験Ⅱ

1I

電子情報工学基礎Ⅰ

5I 

ディ䝆タルಙྕ処理

5-

6 

5I

制御工学

4I

システム設計演習

3I

ハードウェア設計工学

4I

電子情報工学実験Ⅳ

3I 

電子情報工学実験Ⅲ

7-

8 

4I

システム設計演習

4I

電子情報工学実験Ⅳ

第４演習室（１号館（管理棟，一般教育科棟）４F ㄒ学・࣐ࣝ࢔࢕ࢹ࣓ࢳ演習室）表㸱－８ 後期時間割

月 火 水 木 金

1-

2 

2EM

創造工学演習Ⅱ

2EM

創造工学演習Ⅱ

2AC 

創造工学演習Ⅱ

1EM 

創造工学演習Ⅰ

3-

4 

2EM

創造工学演習Ⅱ

2EM

創造工学演習Ⅱ

2AC 

創造工学演習Ⅱ

1EM 

創造工学演習Ⅰ

5-

6 

7-

8 

11



ղ ௧࿴７ᖺᗘの情報ฎ理演習室の利用時間割を表４ࠋࡍ♧࡟

第１演習室（情報戦略基盤センター）                       表４－１ ๓期時間割

月 火 水 木 金

1-
2 

5E 

制御工学Ⅱ

1EM 

計測制御工学

5M

機械工学実験Ⅱ

1C 

環境都市工学基礎

3-
4 

4M

機械工学実験Ⅰ

1E

製図

5M

機械工学実験Ⅱ

5M 

工業英語

5-
6 

4M

機械工学実験Ⅰ

5A 

建築情報処理演習

3M

機械設計製図Ⅰ

2C

測量学実習 I 

7-
8 

3M 

情報処理Ⅱ

3M

機械設計製図Ⅰ

第２演習室（４号館（建築学科棟）２F）                  表４－２ ๓期時間割

月 火 水 木 金

1-
2 

4A

建築設計Ⅳ

4A

課題演習

5C 環境都市工学設

計製図Ⅱ

3A

建築設計Ⅲ

3A 

建築 CAD基礎

3-
4 

3A

建築設計Ⅲ

1A  

建築設計Ⅰ

5C 環境都市工学設

計製図Ⅱ

4A

建築設計Ⅳ

4A 

建築 CADᛂ⏝

5-
6 

3A

建築設計Ⅲ

1A  

建築設計Ⅰ

3C 

測量学実習Ⅱ

4A

建築設計Ⅳ

3A

造ᙧ演習

7-
8 

4A

課題演習

イノベーションラボ（５号館（電子情報工学科棟）４F）           表４－㸱 ๓期時間割

月 火 水 木 金

1-

2 

5I 

ソフトウェア工学

2I 

電子情報工学基礎Ⅱ

2I 

プログラミング基礎Ⅱ

3-

4 

1I

電子情報工学実験Ⅰ

5I

制御工学

3I プログラミングᛂ⏝

演習

3I アルゴリズムとデー

タ構造

5-

6 

2I 

電子情報工学実験Ⅱ

4I 䜸䝨レーティング

システム

3I コンピュータ

アーキテクチャ

4I 

電子情報工学実験Ⅳ

3I

電子情報工学実験Ⅲ

7-

8 

5I 

電子情報工学実験䊤

4I 

電子情報工学実験Ⅳ

AI Career Tech Center（１号館（管理棟，一般教育科棟４F））              表４－４ ๓期時間割

月 火 水 木 金

1-

2 

1A  

情報リテラシー

1I

電子情報工学基礎Ⅰ

1M  

情報リテラシー

1I

プログラミング基礎Ⅰ

3-

4 

4M 

機械工学実験Ⅰ

1I 

情報リテラシー

1E  

情報リテラシー

5-

6 

4M 

機械工学実験Ⅰ

7-

8 

1C 

情報リテラシー

第１演習室（情報戦略基盤センター）                    表４－５ 後期時間割

月 火 水 木 金

1-

2

2M

情報処理Ⅰ

1A

建築情報基礎

4M

計測工学

3-

4

3M

機械創造演習

1C

情報処理基礎

1C

環境都市工学基礎

4M

機械工学実験Ⅰ

5-

6

3M

機械創造演習

5M

工業英語

5M シミュレーション

工学(選)

4M

機械工学実験Ⅰ

7-

8

2M

機械基礎製図Ⅱ

第２演習室（４号館（建築学科棟）２F）                  表４－６ 後期時間割

月 火 水 木 金

1-

2

3A

建築設計Ⅲ

4A

建築設計Ⅳ

4C 環境都市工学設

計製図 I

3A

建築設計Ⅲ

5E

制御工学Ⅱ

3-

4

3A

建築設計Ⅲ

4A

建築工学総合演習

4C 環境都市工学設

計製図 I

4A

建築設計Ⅳ

5A 建築環境・設備ソ

リューション学(選)

5-

6

2A

建築設計Ⅱ

2C

測量学実習Ⅰ

1A

建築設計Ⅰ

4A

建築設計Ⅳ

1C

CAD

7-

8

2C

測量学実習Ⅰ

４A

課題演習

イノベーションラボ（５号館（電子情報工学科棟）４F）              表４－７ 後期時間割

月 火 水 木 金

1-

2

4I

コンパイラ

3I 
ハードウェア設計工学

3I コンピュータアーキ

テクチャ
2I

プログラミング基礎Ⅱ

5I

制御工学

3-

4

1I

電子情報工学実験Ⅰ

1I

電子情報工学基礎Ⅰ

4I

システム設計演習

5I

VLSI工学

5-

6

2I

電子情報工学実験Ⅱ

3I アルゴリズムとデー

タ構造

4I

システム設計演習

4I 

電子情報工学実験Ⅳ

3I

電子情報工学実験Ⅲ

7-

8

5I

ソフトウェア工学

4I 

電子情報工学実験Ⅳ

AI Career Tech Center（１号館（管理棟，一般教育科棟）４F）               表４－８ 後期時間割

月 火 水 木 金

1-

2

1C 

情報リテラシー

1E

情報リテラシー

1M

情報リテラシー

3-

4

1A

情報リテラシー

1I

プログラミング基礎Ⅰ

2EM

メディア工学(選)

5-

6

1I

情報リテラシー

7-

8

③ 授業以外での利用

・プレゼン資料作成、報告書作成、情報検索の場としてネットワーク及びコンピュータ環境を提供
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ղ ௧࿴７ᖺᗘの情報ฎ理演習室の利用時間割を表４ࠋࡍ♧࡟

第１演習室（情報戦略基盤センター）                       表４－１ ๓期時間割

月 火 水 木 金

1-
2

5E

制御工学Ⅱ

1EM

計測制御工学

5M

機械工学実験Ⅱ

1C

環境都市工学基礎

3-
4

4M

機械工学実験Ⅰ

1E

製図

5M

機械工学実験Ⅱ

5M

工業英語

5-
6

4M

機械工学実験Ⅰ

5A

建築情報処理演習

3M

機械設計製図Ⅰ

2C

測量学実習 I

7-
8

3M

情報処理Ⅱ

3M

機械設計製図Ⅰ

第２演習室（４号館（建築学科棟）２F）                  表４－２ ๓期時間割

月 火 水 木 金

1-
2

4A

建築設計Ⅳ

4A

課題演習

5C 環境都市工学設

計製図Ⅱ

3A

建築設計Ⅲ

3A

建築 CAD基礎

3-
4

3A

建築設計Ⅲ

1A

建築設計Ⅰ

5C 環境都市工学設

計製図Ⅱ

4A

建築設計Ⅳ

4A 

建築 CADᛂ⏝

5-
6

3A

建築設計Ⅲ

1A

建築設計Ⅰ

3C

測量学実習Ⅱ

4A

建築設計Ⅳ

3A

造ᙧ演習

7-
8

4A

課題演習

イノベーションラボ（５号館（電子情報工学科棟）４F）           表４－㸱 ๓期時間割

月 火 水 木 金

1-

2

5I

ソフトウェア工学

2I

電子情報工学基礎Ⅱ

2I

プログラミング基礎Ⅱ

3-

4

1I

電子情報工学実験Ⅰ

5I

制御工学

3I プログラミングᛂ⏝

演習

3I アルゴリズムとデー

タ構造

5-

6

2I

電子情報工学実験Ⅱ

4I 䜸䝨レーティング

システム

3I コンピュータ

アーキテクチャ

4I 

電子情報工学実験Ⅳ

3I

電子情報工学実験Ⅲ

7-

8

5I

電子情報工学実験䊤

4I 

電子情報工学実験Ⅳ

AI Career Tech Center（１号館（管理棟，一般教育科棟４F））              表４－４ ๓期時間割

月 火 水 木 金

1-

2

1A 

情報リテラシー

1I

電子情報工学基礎Ⅰ

1M

情報リテラシー

1I

プログラミング基礎Ⅰ

3-

4

4M

機械工学実験Ⅰ

1I

情報リテラシー

1E 

情報リテラシー

5-

6

4M

機械工学実験Ⅰ

7-

8

1C 

情報リテラシー

第１演習室（情報戦略基盤センター）                    表４－５ 後期時間割

月 火 水 木 金

1-

2 

2M 

情報処理Ⅰ

1A

建築情報基礎

4M

計測工学

3-

4 

3M 

機械創造演習

1C 

情報処理基礎

1C 

環境都市工学基礎

4M 

機械工学実験Ⅰ

5-

6 

3M 

機械創造演習

5M 

工業英語

5M シミュレーション

工学(選) 

4M 

機械工学実験Ⅰ

7-

8 

2M 

機械基礎製図Ⅱ

第２演習室（４号館（建築学科棟）２F）                  表４－６ 後期時間割

月 火 水 木 金

1-

2 

3A  

建築設計Ⅲ

4A

建築設計Ⅳ

4C 環境都市工学設

計製図 I 

3A  

建築設計Ⅲ

5E

制御工学Ⅱ

3-

4 

3A  

建築設計Ⅲ

4A

建築工学総合演習

4C 環境都市工学設

計製図 I 

4A

建築設計Ⅳ

5A 建築環境・設備ソ

リューション学(選) 

5-

6 

2A

建築設計Ⅱ

2C

測量学実習Ⅰ

1A

建築設計Ⅰ

4A

建築設計Ⅳ

1C

CAD

7-

8 

2C

測量学実習Ⅰ

４A 

課題演習

イノベーションラボ（５号館（電子情報工学科棟）４F）              表４－７ 後期時間割

月 火 水 木 金

1-

2 

4I

コンパイラ

3I 
ハードウェア設計工学

3I コンピュータアーキ

テクチャ
2I 

プログラミング基礎Ⅱ

5I

制御工学

3-

4 

1I

電子情報工学実験Ⅰ

1I

電子情報工学基礎Ⅰ

4I

システム設計演習

5I 

VLSI工学

5-

6 

2I

電子情報工学実験Ⅱ

3I アルゴリズムとデー

タ構造

4I

システム設計演習

4I 

電子情報工学実験Ⅳ

3I

電子情報工学実験Ⅲ

7-

8 

5I 

ソフトウェア工学

4I 

電子情報工学実験Ⅳ

AI Career Tech Center（１号館（管理棟，一般教育科棟）４F）               表４－８ 後期時間割

月 火 水 木 金

1-

2 

1C 

情報リテラシー

1E 

情報リテラシー

1M 

情報リテラシー

3-

4 

1A 

情報リテラシー

1I

プログラミング基礎Ⅰ

2EM

メディア工学(選) 

5-

6 

1I 

情報リテラシー

7-

8 

③ 授業以外での利用

  ・プレゼン資料作成、報告書作成、情報検索の場としてネットワーク及びコンピュータ環境を提供
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予算（支援実施経費）の執行状況

飯田 忠夫

(技術教育支援センター) 

１．２０２４年度                      （単位千円）

区  分 決算額 所  要  額  の  内  容

印刷費 ２８ 情報処理センター利用案内

消耗品費

８７９

６０

３１１

２１２

２５

１１

６０

４９９

ネットワーク関連消耗品(ケーブル，HUBほか)
コンピュータ関連消耗品(HDD, VGA関連ほか) 
プリンタ関連消耗品(用紙，トナー) 
ソフトウェア / 書籍
事務費

汎用ドメイン登録維持費

機器修理

電子情報棟改修関連

合 計 ２，０８５

２．２０２５年度                     （単位千円）

区  分 決算額 所  要  額  の  内  容

印刷費
８１

２８

情報処理センター広報

情報処理センター利用案内

消耗品費

１９６

５０７

２７４

１８７

２９

１１

５９

２６

  １６５

ネットワーク関連消耗品(HUB, 無線 LAN機器ほか)
コンピュータ関連消耗品(HDDほか) 
プリンタ関連消耗品(用紙，トナー) 
ソフトウェア / 書籍
事務費

汎用ドメイン登録維持費

修理費

電子情報棟改修関連

技術研修費

合 計 １，５６３

活動記録

飯田 忠夫
(技術教育支援センター)

令和６年度

４月 １日 情報戦略基盤センター長に松本教員，センター次長に東教員，川除教員が発令

校内教職員メーリングリスト更新

       Gmailメーリングリスト更新

       Microsoft Teams クラスチーム登録

    ３日 成績エビデンス収集システムメンテナンス

    ４日 情報戦略基盤センター定例会

    ８日 新入生ガイダンス

   情報セキュリティヒヤリハット対応

   １９日 情報処理演習室（基盤センター、小演習室、第２演習室）メンテナンス

   ２３日 教務サーバメンテナンス

   ２４日 ネットワーク機器メンテナンスによる学内ネットワーク停止

   ２５日 学内無線 LAN不具合

   ３０日 第 1回 情報戦略基盤センター委員会開催

Gmailアカウントメンテナンス

５月 １日 Gmailアカウントメンテナンス

        ７日 第２演習室授業支援ソフト不具合対応

１５日 ウイルスソフト更新依頼

    情報セキュリティヒヤリハット対応

１７日 認証サーバ不具合

２４日 情報戦略基盤センター定例会

２９日 電子情報工学科棟改修によるネットワーク機器移設打合せ

３０日 電子情報工学科棟改修による引っ越し打合せ（往路）

６月１８日 地盤解析演習室のネットワーク不具合(有線 LAN断)

  ２５日 電子情報工学科棟改修に伴うネットワーク機器ラック設置打合せ

  ２６日 情報セキュリティインシデント対応

Microsoft認証サーバメンテナンス

７月 ４日 NASディスク不良

  １１日 環境都市教員室ネットワーク不具合(パッチパネル交換)

１２日 電子情報工学科棟(5号館)改修に伴い令和 7年 3月末まで、第 3演習室は in situ教室 I

に仮移転

小演習室は電子情報工学科仮教員室となるため利用禁止

   １６日 電子情報工学科棟改修に伴うネットワーク機器移設作業

      ２３日 in situ教室 I(仮第 3演習室)PC不具合

   ２４日 in situ教室 Iメンテナンス

   ３１日 サーバ保守業者定例会

８月 ８日 機械工学科教員室ネットワーク不具合

      情報セキュリティインシデント対応

  ２１日 無線 LAN不具合

２９日 サーバ保守業者定例会・ネットワーク機器メンテナンス

９月 ３日 外部回線業者入札現場確認

５日 情報戦略基盤センター定例会

１２日 Matlab不具合

１８日 サーバ保守業者定例会

１９日 総務課・情報戦略基盤センター打合せ

２０日 学内ネットワークメンテナンス(高専統一ネットワーク納入業者来校)

２７日 サーバ保守業者打合せ   

１０月 １日 Microsoft365 OneDrive、SharePoint等の容量制限

   ２３日 演習室 PCメンテナンス業者打合せ

   ２５日 学内ネットワークメンテナンス

   ２６日 学内ネットワーク不具合対応
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予算（支援実施経費）の執行状況

飯田 忠夫

(技術教育支援センター)

１．２０２４年度                      （単位千円）

区  分 決算額 所  要  額  の  内  容

印刷費 ２８ 情報処理センター利用案内

消耗品費

８７９

６０

３１１

２１２

２５

１１

６０

４９９

ネットワーク関連消耗品(ケーブル，HUBほか)
コンピュータ関連消耗品(HDD, VGA関連ほか)
プリンタ関連消耗品(用紙，トナー)
ソフトウェア / 書籍
事務費

汎用ドメイン登録維持費

機器修理

電子情報棟改修関連

合 計 ２，０８５

２．２０２５年度                     （単位千円）

区  分 決算額 所  要  額  の  内  容

印刷費
８１

２８

情報処理センター広報

情報処理センター利用案内

消耗品費

１９６

５０７

２７４

１８７

２９

１１

５９

２６

  １６５

ネットワーク関連消耗品(HUB, 無線 LAN機器ほか)
コンピュータ関連消耗品(HDDほか)
プリンタ関連消耗品(用紙，トナー)
ソフトウェア / 書籍
事務費

汎用ドメイン登録維持費

修理費

電子情報棟改修関連

技術研修費

合 計 １，５６３

活動記録

飯田 忠夫
(技術教育支援センター) 

令和６年度

４月 １日 情報戦略基盤センター長に松本教員，センター次長に東教員，川除教員が発令

校内教職員メーリングリスト更新

       Gmailメーリングリスト更新

       Microsoft Teams クラスチーム登録

    ３日 成績エビデンス収集システムメンテナンス

    ４日 情報戦略基盤センター定例会

    ８日 新入生ガイダンス

   情報セキュリティヒヤリハット対応

   １９日 情報処理演習室（基盤センター、小演習室、第２演習室）メンテナンス

   ２３日 教務サーバメンテナンス

   ２４日 ネットワーク機器メンテナンスによる学内ネットワーク停止

   ２５日 学内無線 LAN不具合

   ３０日 第 1回 情報戦略基盤センター委員会開催

Gmailアカウントメンテナンス

５月 １日 Gmailアカウントメンテナンス

        ７日 第２演習室授業支援ソフト不具合対応

１５日 ウイルスソフト更新依頼

    情報セキュリティヒヤリハット対応

１７日 認証サーバ不具合

２４日 情報戦略基盤センター定例会

２９日 電子情報工学科棟改修によるネットワーク機器移設打合せ

３０日 電子情報工学科棟改修による引っ越し打合せ（往路）

６月１８日 地盤解析演習室のネットワーク不具合(有線 LAN断) 

  ２５日 電子情報工学科棟改修に伴うネットワーク機器ラック設置打合せ

  ２６日 情報セキュリティインシデント対応

Microsoft認証サーバメンテナンス

７月 ４日 NASディスク不良

  １１日 環境都市教員室ネットワーク不具合(パッチパネル交換) 

１２日 電子情報工学科棟(5号館)改修に伴い令和 7年 3月末まで、第 3演習室は in situ教室 I 

に仮移転

小演習室は電子情報工学科仮教員室となるため利用禁止

   １６日 電子情報工学科棟改修に伴うネットワーク機器移設作業

      ２３日 in situ教室 I(仮第 3演習室)PC不具合

   ２４日 in situ教室 Iメンテナンス

   ３１日 サーバ保守業者定例会

８月 ８日 機械工学科教員室ネットワーク不具合

      情報セキュリティインシデント対応

  ２１日 無線 LAN不具合

２９日 サーバ保守業者定例会・ネットワーク機器メンテナンス

９月 ３日 外部回線業者入札現場確認

５日 情報戦略基盤センター定例会

１２日 Matlab不具合

１８日 サーバ保守業者定例会

１９日 総務課・情報戦略基盤センター打合せ

２０日 学内ネットワークメンテナンス(高専統一ネットワーク納入業者来校) 

２７日 サーバ保守業者打合せ   

１０月 １日 Microsoft365 OneDrive、SharePoint等の容量制限

   ２３日 演習室 PCメンテナンス業者打合せ

   ２５日 学内ネットワークメンテナンス

   ２６日 学内ネットワーク不具合対応
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   ２８日 WebClass不具合

   ２９日 ㄒ学࣐ルチメディア演習室ᑟ入 PC打合せ

１１月 ５日 学内ネットワークメンテナンス

    ６日 情報戦略基盤センター定例会

    ９日 機械工学科ගࣔࢪュール更新

       学内ネットワークメンテナンス(高専統一ネットワーク納入業者来校)  

   １８日 情報戦略基盤センター定例会

   １９日 電子情報工学科棟演習室㡢㡪機器打合せ

１２月 ３日 第 2回 情報戦略基盤センター委員会開催

        ４日 情報戦略基盤センター[学内ྥࡅ]HPリࢽューアル

    ９日 学内ネットワークメンテナンス(高専統一ネットワーク納入業者来校) 

   １０日 総合య育館に設置ࡍるネットワーク㛵㐃打合せ

   １３日 無線 LANメンテナンス(APフ࢓ームウ࢙ア更新) 

   ２８日 停電対応(学内ネットワーク停止) 

１月 ６日 情報セキュリティインシデント対応

   １７日 サーバ保守業者無線 APメンテナンス

   ２２日 Webシステムメンテナンス業者⬤ᙅᛶ対応

２７日 ITேᮦ育成◊修ཧຍ(1/28㹼29 ᅗ᭩情報ಀ職員) 

２４日 Webシステムメンテナンス業者⬤ᙅᛶ対応

３０日 ITேᮦ育成◊修ཧຍ(1/30㹼31 技術教育支援センター職員) 

  ２月 ３日 情報戦略基盤センター定例会

６日 電子情報工学科棟改修による引っ越し打合せ（᚟路）

   １０日 第２演習室❆ガラス๭ࢀのため利用停止(2/10-12)

      １２日 学生ᑅ無線 AP移設打合せ

   １４日 情報セキュリティインシデント対応

   ２５日 ㄒ学࣐ルチメディア演習室ᩚഛཬࡧ PC設定作業(2/25㹼26) 

   ２８日 サーバ保守業者定例会

       情報戦略基盤センター定例会

３月 ７日 第 3回 情報戦略基盤センター委員会開催

   １０日 電子情報工学科棟ネットワークラック設置(3/10㹼) 

              演習室 PCメンテナンス業者不具合打合せ

          情報処理演習室 PCメンテナンス(3/10㹼17) 

    １４日 電子情報工学科情報処理演習室 PC仮移設Ვໟ作業

   １５日 停電対応(学内ネットワーク停止) 

   １８日 サーバ保守業者定例会

   １９日 無線 LANメンテナンス

   ２０日 in situ 教室 I 仮移設し࡚いた演習室 PC 電子情報工学科の改修が⤊஢したため、4F、ࢆ

イ࣋ࣀーシࣙンラ࣎࡬ᡠࡍ

      ３１日 サーバ保守業者打合せ

       

令和７年度

４月 １日 情報戦略基盤センター長に東教員，センター次長に松本教員，川除教員が発令

       校内教職員メーリングリスト更新

       Gmailメーリングリスト更新

       Microsoft Teams クラスチーム登録

    ７日 新入生ガイダンス

    ９日 サーバ保守業者打合せ

   １５日 情報戦略基盤センター定例会

   １７日 情報セキュリティ ヒヤリハット対応

   ３０日 第 1回 情報戦略基盤センター委員会開催

５月 ８日 情報セキュリティインシデント対応

   １５日 e-Learningにከせ⣲認証ࢆᑟ入

   １６日 演習室メンテナンス業者打合せ

   ２３日 情報戦略基盤センター定例会

      ２８日 イ࣋ࣀーシࣙンラ࣎電子㘄ᑟ入業者打合せ

   ３１日 ネットワーク機器メンテナンス（FWフ࢓ームウ࢙ア更新)

６月 １日 情報戦略基盤センター長 東教員ࡽ࠿川除教員，センター次長 川除教員ࡽ࠿✄ఫ教員に

    基盤センター委員 川除教員ࡽ࠿松本教員に交௦

    ２日 情報戦略基盤センター定例会

       サーバ保守業者定例会

    7日 学生ᑅ⟶理室無線 LAN不具合

   １３日 サーバ保守業者仮᝿システム移⾜打合せ

   １４日 ネットワーク機器メンテナンスによる学内ネットワークの停止

   １８日 情報セキュリティヒヤリハット対応

   １９日 高専統一ネットワークシステムサーバディスク不良修理

       機械工学科棟無線 LAN不具合（4M教室)

   ２７日 Gmailアカウントメンテナンス

７月 ４日 情報戦略基盤センター定例会

     １０日 機械工学科棟 2F(4M教室)無線 LAN不具合ㄪᰝ

   １７日 無線 LAN不具合ㄪᰝ (高専統一ネットワーク納入業者来校)

      グルーࣉウ࢙アクラウࢻ移⾜ᑟ入業者打合せ

   ２４日 電子情報工学科棟電子㘄設定作業

   ２６日 停電対応

   ２８日 情報戦略基盤センター定例会

       サーバ保守業者定例会

   ３１日 情報セキュリティインシデント対応

８月 ７日 グルーࣉウ࢙アクラウࢻ移⾜ᑟ入業者打合せ

９月 ８日 情報処理演習室 PCメンテナンス

    ９日 情報処理演習室 PCメンテナンス

１１日 DXシステム打合せ

１３日 グルーࣉウ࢙アメンテナンス（バーࣙࢪンアッࣉ作業）

  １９日 情報戦略基盤センター定例会

       サーバ保守業者定例会

   ２６日 Teamsチームメンテナンス

１０月 ２日 グルーࣉウ࢙アクラウࢻ移⾜ᑟ入業者打合せ

   １４日 Windows10サ࣏ート⤊஢

       グルーࣉウ࢙ア クラウࢻ移⾜テスト

   １５日 グルーࣉウ࢙ア クラウࢻ環境ࣘー᳨ࢨ証ᮇ㛫（10/16㹼24）

   ２０日 グルーࣉウ࢙ア クラウࢻ移⾜に伴う⟶理者ྥࡅㄝ᫂会

   ２４日 DXシステム打合せ

   ３０日 Microsoftのサービスで㞀ᐖ

       サーバ保守業者仮᝿基盤移⾜打合せ

   ３１日 情報戦略基盤センター定例会

       グルーࣉウ࢙ア移⾜作業

１１月 １日 グルーࣉウ࢙アクラウࢻ移⾜

      １１日 情報໬せ員◊修ཧຍ(11/11㹼14)ͤ࢜ンライン

   ２７日 情報戦略基盤センター定例会

   ２８日 ᪧウィルス対⟇ソフト⟶理サーバ停止

       サーバ保守業者定例会

１２月 １日 第 2回 情報戦略基盤センター委員会開催

       機械工学科棟無線 LAN不具合

    ４日 㹇㹒ேᮦ育成◊修ཧຍ(12/4㹼5技術教育支援センター職員)

６日 情報戦略基盤センター定例会

   １１日 㹇㹒ேᮦ育成◊修ཧຍ(12/11㹼12ᅗ᭩情報ಀ職員)

       ▼川高専 HP不具合発生（Webサーバメンテナンス業者対応）

   １５日 １号館 4F 無線 APቑ設

   １６日 DXシステム打合せ

   ２２日 無線 LAN不具合対応 (高専統一ネットワーク納入業者打合せ)
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   ２８日 WebClass不具合

   ２９日 ㄒ学࣐ルチメディア演習室ᑟ入 PC打合せ

１１月 ５日 学内ネットワークメンテナンス

    ６日 情報戦略基盤センター定例会

    ９日 機械工学科ගࣔࢪュール更新

       学内ネットワークメンテナンス(高専統一ネットワーク納入業者来校)

   １８日 情報戦略基盤センター定例会

   １９日 電子情報工学科棟演習室㡢㡪機器打合せ

１２月 ３日 第 2回 情報戦略基盤センター委員会開催

        ４日 情報戦略基盤センター[学内ྥࡅ]HPリࢽューアル

    ９日 学内ネットワークメンテナンス(高専統一ネットワーク納入業者来校)

   １０日 総合య育館に設置ࡍるネットワーク㛵㐃打合せ

   １３日 無線 LANメンテナンス(APフ࢓ームウ࢙ア更新)

   ２８日 停電対応(学内ネットワーク停止)

１月 ６日 情報セキュリティインシデント対応

   １７日 サーバ保守業者無線 APメンテナンス

   ２２日 Webシステムメンテナンス業者⬤ᙅᛶ対応

２７日 ITேᮦ育成◊修ཧຍ(1/28㹼29 ᅗ᭩情報ಀ職員)

２４日 Webシステムメンテナンス業者⬤ᙅᛶ対応

３０日 ITேᮦ育成◊修ཧຍ(1/30㹼31 技術教育支援センター職員)

  ２月 ３日 情報戦略基盤センター定例会

６日 電子情報工学科棟改修による引っ越し打合せ（᚟路）

   １０日 第２演習室❆ガラス๭ࢀのため利用停止(2/10-12)

      １２日 学生ᑅ無線 AP移設打合せ

   １４日 情報セキュリティインシデント対応

   ２５日 ㄒ学࣐ルチメディア演習室ᩚഛཬࡧ PC設定作業(2/25㹼26)

   ２８日 サーバ保守業者定例会

       情報戦略基盤センター定例会

３月 ７日 第 3回 情報戦略基盤センター委員会開催

   １０日 電子情報工学科棟ネットワークラック設置(3/10㹼)

              演習室 PCメンテナンス業者不具合打合せ

          情報処理演習室 PCメンテナンス(3/10㹼17)

    １４日 電子情報工学科情報処理演習室 PC仮移設Ვໟ作業

   １５日 停電対応(学内ネットワーク停止)

   １８日 サーバ保守業者定例会

   １９日 無線 LANメンテナンス

   ２０日 in situ 教室 I 仮移設し࡚いた演習室 PC 電子情報工学科の改修が⤊஢したため、4F、ࢆ

イ࣋ࣀーシࣙンラ࣎࡬ᡠࡍ

      ３１日 サーバ保守業者打合せ

       

令和７年度

４月 １日 情報戦略基盤センター長に東教員，センター次長に松本教員，川除教員が発令

       校内教職員メーリングリスト更新

       Gmailメーリングリスト更新

       Microsoft Teams クラスチーム登録

    ７日 新入生ガイダンス

    ９日 サーバ保守業者打合せ

   １５日 情報戦略基盤センター定例会

   １７日 情報セキュリティ ヒヤリハット対応

   ３０日 第 1回 情報戦略基盤センター委員会開催

５月 ８日 情報セキュリティインシデント対応

   １５日 e-Learningにከせ⣲認証ࢆᑟ入

   １６日 演習室メンテナンス業者打合せ

   ２３日 情報戦略基盤センター定例会

      ２８日 イ࣋ࣀーシࣙンラ࣎電子㘄ᑟ入業者打合せ

   ３１日 ネットワーク機器メンテナンス（FWフ࢓ームウ࢙ア更新) 

６月 １日 情報戦略基盤センター長 東教員ࡽ࠿川除教員，センター次長 川除教員ࡽ࠿✄ఫ教員に

    基盤センター委員 川除教員ࡽ࠿松本教員に交௦

    ２日 情報戦略基盤センター定例会

       サーバ保守業者定例会

    7日  学生ᑅ⟶理室無線 LAN不具合

   １３日 サーバ保守業者仮᝿システム移⾜打合せ

   １４日 ネットワーク機器メンテナンスによる学内ネットワークの停止

   １８日 情報セキュリティヒヤリハット対応

   １９日 高専統一ネットワークシステムサーバディスク不良修理

       機械工学科棟無線 LAN不具合（4M教室) 

   ２７日 Gmailアカウントメンテナンス

７月 ４日 情報戦略基盤センター定例会

     １０日 機械工学科棟 2F(4M教室)無線 LAN不具合ㄪᰝ

   １７日 無線 LAN不具合ㄪᰝ (高専統一ネットワーク納入業者来校) 

      グルーࣉウ࢙アクラウࢻ移⾜ᑟ入業者打合せ

   ２４日 電子情報工学科棟電子㘄設定作業

   ２６日 停電対応

   ２８日 情報戦略基盤センター定例会

       サーバ保守業者定例会

   ３１日 情報セキュリティインシデント対応

８月 ７日 グルーࣉウ࢙アクラウࢻ移⾜ᑟ入業者打合せ

９月 ８日 情報処理演習室 PCメンテナンス

    ９日 情報処理演習室 PCメンテナンス

１１日 DXシステム打合せ

１３日 グルーࣉウ࢙アメンテナンス（バーࣙࢪンアッࣉ作業）

  １９日 情報戦略基盤センター定例会

       サーバ保守業者定例会

   ２６日 Teamsチームメンテナンス

１０月 ２日 グルーࣉウ࢙アクラウࢻ移⾜ᑟ入業者打合せ

   １４日 Windows10サ࣏ート⤊஢

       グルーࣉウ࢙ア クラウࢻ移⾜テスト

   １５日 グルーࣉウ࢙ア クラウࢻ環境ࣘー᳨ࢨ証ᮇ㛫（10/16㹼24）

   ２０日 グルーࣉウ࢙ア クラウࢻ移⾜に伴う⟶理者ྥࡅㄝ᫂会

   ２４日 DXシステム打合せ

   ３０日 Microsoftのサービスで㞀ᐖ

       サーバ保守業者仮᝿基盤移⾜打合せ

   ３１日 情報戦略基盤センター定例会

       グルーࣉウ࢙ア移⾜作業

１１月 １日 グルーࣉウ࢙アクラウࢻ移⾜

      １１日 情報໬せ員◊修ཧຍ(11/11㹼14)ͤ࢜ンライン

   ２７日 情報戦略基盤センター定例会

   ２８日 ᪧウィルス対⟇ソフト⟶理サーバ停止

       サーバ保守業者定例会

１２月 １日 第 2回 情報戦略基盤センター委員会開催

       機械工学科棟無線 LAN不具合

    ４日 㹇㹒ேᮦ育成◊修ཧຍ(12/4㹼5技術教育支援センター職員) 

６日 情報戦略基盤センター定例会

   １１日 㹇㹒ேᮦ育成◊修ཧຍ(12/11㹼12ᅗ᭩情報ಀ職員) 

       ▼川高専 HP不具合発生（Webサーバメンテナンス業者対応）

   １５日 １号館 4F 無線 APቑ設

   １６日 DXシステム打合せ

   ２２日 無線 LAN不具合対応 (高専統一ネットワーク納入業者打合せ)  
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１月 ６日 情報戦略基盤センター定例会

   ９日 サーバ保守業者仮᝿システム移⾜打合せ

１０日 サーバメンテナンスによる学内ネットワークの停止

１５日 情報処理演習室メンテナンス業者打合せ

２３日 仮᝿サーバ設置ཬࡧ移⾜打合せ

      サーバ保守業者定例会

      無線 LAN不具合ㄪᰝ (高専統一ネットワーク納入業者来校) 

  ３０日 ⮫᫬情報戦略基盤センター委員会

３月２１日 停電対応

  

              --- 令和 8年 3月末までのάືண定 ---

        仮᝿サーバ移⾜作業

᝟ሗᡓ␎ᇶ┙セン࠾ࡢࡽ࠿࣮ࢱ㢪࠸

㣤⏣ ᛅኵ

(ᢏ⾡教⫱ᨭ᥼センター)

情報戦略基盤センターでは㸱₇⩦ᐊ（情報戦略基盤センター、ᘓ⠏Ჷ 2F、㟁Ꮚ情報Ჷ 4F）の管理
㐠Ⴀにేせて、学内ࢿット࣡ークの⥔ᣢ管理を⾜ࡗています。ࢿット࣡ークは有⥺࣭↓⥺を問ࡎࢃ 24
᫬㛫೵Ṇすることの↓いよ࠺常᫬ດࡵていますが、利用者のⓙᵝにはࡈ౑用の PC⎔ቃを㐺ษに管理
し、学内 LANࢩス࣒ࢸ㞀ᐖ㍍ῶのたࡵにࡈ༠ຊください。

1. ᖹ⣲ࡿ࡞␗࡜ሙྜࡣ㐃⤡࠸ࡉࡔࡃ

ット࣡ーク⎔ቃまたはࢿ利用のࡈ PCがᖹ⣲の≧ἣと␗࡞り㞀ᐖが␲ࢀࢃるሙ合は、情報戦略基盤
センターࢩス࣒ࢸ管理ᐊまでࡈ㐃⤡ください。୙ල合が☜ㄆさࢀたሙ合、┤ࡕに㞀ᐖとして対⟇をᐇ

᪋します。

2. ࢘イࣝス対⟇ソフトࡢインスト࣮ࣝࢆᛀ࡟ࡎࢀ

᪂つに PCを購入したሙ合ࡸ学⏕が PCをᣢࡕ㎸ࡳ学内ࢿット࣡ークに᥋⥆する㝿は、ᚲࡎウイル
ス対⟇ソフトをインストールしてください。 ウイルスソフトのインストールは⿕ᐖに㐼࡞ࢃいたࡵ

の⮬⾨ᥐ⨨です。また、ウイルス対⟇ソフトのパターンフ࢓イルの᭦᪂ࡶ、ᛀࡎࢀᐃᮇⓗにᐇ᪋くだ

さい。࡞お、教職員が利用する PC には、ESET(ウイルス対⟇ソフト)を利用することができますの

で、情報戦略基盤センターまでお問い合ࢃせください。

3. OSࡸソフト࢙࣮࢘ࢹࣉࢵ࢔ࡢ࢔トࡢᐇ᪋
学内ではከくの PCが౑用さࢀています。OSཬࡧソフトウ࢚ア（Adobe AcrobatࡸMS Office➼）
の᭦᪂を㐺ᐅᐇ᪋して下さい。アップࢹートを⮬ື᭦᪂にタᐃし、ᐃᮇⓗにアップࢹート≧ἣを☜ㄆ

しᐇ⾜しまし࠺ࡻ。また、࣏ࢧートが⤊஢した OSࡸソフトウ࢙アを౑い⥆ࡅると、セ࢟ࣗリୖ࢕ࢸ
༴㝤࡞ので౑用し࡞いでください。

4.ᶆⓗᆺ࣓࣮ࣝ࡟ὀព࠺ࡻࡋࡲࡋ

有ᐖ࣓࡞ールは㏞ᝨ࣓ールフ࢛ルダに㝸㞳したりࣈロックしたりしていますが、全ての有ᐖ࣓࡞ー

ルを㥑除できるࡅࢃではありません。ῧ௜フ࢓イルを㛤くሙ合ࡸ、࣓ールのリンクඛをクリックする

ሙ合は࣓ールの㏦ಙඖ࣓ࡸールの内ᐜに␲ࢃしい⟠ᡤが↓い࠿、し࠿ࡗり☜ㄆしてください。また、

ブ⛠が␲ࢀࢃる࣓ールにࡘいては㏦ಙ者に☜ㄆしましࡶ。࠺ࡻし、ㄗࡗて有ᐖ࣓࡞ールのῧ௜フ࢓イ

ルを㛤いたりリンクඛをクリックしたሙ合は、すࡄにࠕウイルスにឤᰁしたとᛮࡗたࡽすࡸࡄる୕⟠

᮲ࠖをᐇ᪋いただき、▼ᕝ高専 CSIRTの࣓ンࣂー࠿情報戦略基盤センターまでࡈ㐃⤡ください。

5.Microsoft365ࡀ฼⏝ྍ⬟࡛ࡍ

学⏕࡬のࢧーࣅスྥୖと⤫୍した学⩦教⫱⎔ቃのᩚഛを┠ⓗとし、国立高専機構がマイクロソフト

と包括ライセンス契約を締結したことにより、学⏕࣭教職員はᅾ学୰ཬࡧᅾ職୰は Microsoft365 を

利用することができます。こࢀにより、ಶேがᡤ有する PC に Office365ProPlus をインストールし
利用できます。また、Microsoft365のさまࡊまࢧ࡞ーࣅスࡶ利用することができます。セ࢟ࣗリ࢕ࢸ
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し、学内 LANࢩス࣒ࢸ㞀ᐖ㍍ῶのたࡵにࡈ༠ຊください。

1. ᖹ⣲ࡿ࡞␗࡜ሙྜࡣ㐃⤡࠸ࡉࡔࡃ
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学⏕࡬のࢧーࣅスྥୖと⤫୍した学⩦教⫱⎔ቃのᩚഛを┠ⓗとし、国立高専機構がマイクロソフト

と包括ライセンス契約を締結したことにより、学⏕࣭教職員はᅾ学୰ཬࡧᅾ職୰は Microsoft365 を

利用することができます。こࢀにより、ಶேがᡤ有する PC に Office365ProPlus をインストールし
利用できます。また、Microsoft365のさまࡊまࢧ࡞ーࣅスࡶ利用することができます。セ࢟ࣗリ࢕ࢸ
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に十分注意し、有効に活用ください。

7. マイクロソフト包括ライセンス

国立高専機構がマイクロソフトと包括ライセンス契約を締結したことにより、学内で利用する PC

は以下のライセンスが利用可能です。詳しくは情報戦略基盤センターまでお問合せください。

1. Office Enterprise 

2. Windows OSのアップグレードとダウングレード

3. Core CAL（Client Access License）

マイクロソフト包括ライセンス対象

■利用対象者：国立高専機構に属する全教職員（非常勤教職員を含む）ただし、学校医、学校歯科

医、産業医は除きます。

■利用できるパソコン：学校管理下（購入、リース、レンタル）の全てのパソコンで台数制限はあ

りません。

各種サービスと担当部署について

飯田 忠夫

(技術教⫱支援センター)

石川高専୪࡟ࡧᅜ❧高専機構では、さまࡊま࡞情報サービスをᥦ౪し࡚います。そࢀらのサービス

は、利用⪅ ID（ࣟ࢖ࢢンྡ）ࣃ࡜スワー࡚ࡗࡼ࡟ࢻṇつ利用⪅࠿ྰ࠿を㆑ูし࡚います。ྛ✀サー
ビス࡜サービスをᢸᙜする㒊⨫をᥖ㍕しましたので、ఱ࠿不㒔合があࡤࢀᡤᤸする㒊⨫まで問い合ࢃ

せࡔࡃさい。

（1） ᪂た࡟教⫋員࡜し࡚໅務したࡁ࡜

教⫋員࡜し࡚ᮏᰯ࡟╔௵しྛ✀情報システムが利用でࡁる࡟࠺ࡼ、利用⪅ ID をⓏ㘓しึᮇࣃスワ
ーࢻをタᐃします。࡞お、情報システムの利用開ጞᚋは、㏿やึ࡟࠿ᮇࣃスワーࢻをኚ᭦し࡚ࡔࡃさ

い。

利用可能サービス

  ・Microsoft365
  ・e-Learning【石川高専WebClass】【高専機構WebClass】
  ・㟁Ꮚ࣓ーࣝ【高専機構 Exchange Online】【GMail[⥭ᛴ࣓ーࣝ]】
࢔࢙࢘ࣉーࣝࢢ・   ͤ教⫋員

トࣇࢯ⟇スᑐࣝ࢖࢘・ ͤ教⫋員

    

（2） ᒆฟ、Ⓩ㘓㢪いまたはチྍ㢪い

ୖグのサービスの他1、࡟.᪂た࡟ᒆฟ、2.Ⓩ㘓、3.チྍࡼ࡟り、᪂た࡞サービス、ᣑᙇサービスま
たは௜ຍサービスを利用する࡜ࡇがでࡁます。

利用可能サービス【ソフト名またはサーバ名】／【必須項目・様式】

・e-Learningによる学習のためのコース開設（教員等）【Web Class】／【開ㅮࢥースྡ・ᒆฟ】
・↓⥺ LAN【㟁Ꮚ⏦ㄳ】
・࣓ーリンࢢリストのస成／【࣓ーリンࢢリストྡ・ᒆฟ】

・࣓ーリンࢢリスト࡬の࣓ンバーの㏣ຍ㸪๐㝖／【࣓ーリンࢢリストྡ㸪ᒆฟ】

⥺↓スト用ࢤ・ LAN利用㢪い ／ 【㈐௵⪅ྡ・チྍ㢪い】

（3） 情報戦略基盤センター管理እのサービス

お࡞ࡶ学内サービス࡜そのᡤᤸ㒊⨫は௨下の࡚ࡗ࡞࡟࠺ࡼいます。

利用可能サービス【ソフト名またはサーバ名】／【管理・担当係】

【石川高専・総務係】／࢔࢙࢘ࣉーࣝࢢ・  

・高専㈈務఍ィシステム【ぢ࠼る఍ィ】／【ᅜ❧高➼専㛛学ᰯ機構・㈈務係】

・高専総合データベース【KOALA／࢖ࢨトス】／【ᅜ❧高➼専㛛学ᰯ機構・図書情報係】
・Microsoft365【ᅜ❧高➼専㛛学ᰯ機構・情報戦略基盤センター】
・ᩥ⊩情報᳨⣴システム【JDreamϩ】／【科学技術振興機構・図書情報係】
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・研究開発支援総合ディレクトリ【Read】／【科学技術振興機構・図書情報係】
・シラバスデータベース【シラバスサーバ】／【石川高専・教務係】

・成績データベース【成績サーバ】／【石川高専・教務係】】

（4） その他

学内ネットワークを利用する際、不具合や利用したいサービスで不明の点がありましたら、情報

戦略基盤センター委員または情報戦略基盤センターシステム管理室までお問合せ下さい。
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・研究開発支援総合ディレクトリ【Read】／【科学技術振興機構・図書情報係】
・シラバスデータベース【シラバスサーバ】／【石川高専・教務係】
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学内ネットワークを利用する際、不具合や利用したいサービスで不明の点がありましたら、情報

戦略基盤センター委員または情報戦略基盤センターシステム管理室までお問合せ下さい。

第２部　　事例報告





AI Career Tech Centerの⤂௓

電子情報工学科 ᑠᮧ Ⰻኴ㑻

AI Career Tech Centerについて

2025年に石川工業高➼専㛛学校㸦石川高専㸧、イ
ンテルᰴᘧ会社およびᰴᘧ会社内⏣ὒ行と㐃ᦠし、

ඛ➃的な AI 教育を実現するための᪂ᣐⅬࠕAI 
Career Tech Centerࠖを設⨨した。同センターは、AI
技術のᛴ速なᬑཬと社会的ニーࢬの高まりを⫼ᬒ

に、技術⪅育成の在り方そのものを進化させる取

り組みである。AI の専㛛知識と実践ス࢟ルを身に
けたே材がồめられる現௦において、石川高専ࡘ

は඲ᅜにඛ㥑けて、学科横断的な AI 教育と⏘ᐁ学
㐃ᦠを⼥合した教育モデルを構築しようとしてい

る。

AI は〇㐀業、་⒪、஺通、㎰業、行ᨻ、ほගな
ど多様なศ㔝で活用が進んでいる。その୍方で、

社会඲యとして AI をࠕ౑いこなすࠖことのでき
るே材は౫然として不足している。こうした≧ἣ

を㋃まえ、石川高専は AI を基♏からయ⣔的に学び、
実データを用いた課題ゎỴまでయ㦂できる教育ᣐ

Ⅼの必要性をᙉく認識した。AI Career Tech Center 
はまさにその課題にᛂえるものであり、学生が実

践的な学習を行う͆ᆅᇦとᮍ来をࡘなࡄ技術教育

のᣐⅬ͇として఩⨨௜けられている。

AI Career Tech Centerの様子

AI Career Tech Center設⨨の⤒⦋

㏆年、AI 技術は社会のあらࡺるሙ㠃にᾐ㏱し、
௻業つᶍをၥわࡎ AI 導入が進む୍方、༑ศな技能
を持ࡘே材不足は深้化している。≉にᆅ方では、

DX推進やデータ活用のニーࢬが高まっているもの
の、担いᡭとなるே材が限られているという課題

があった。石川高専は、これらのᆅᇦ課題と社会

඲యの AI ே材不足を同時にゎỴするために、AI 
Career Tech Center の設⨨を進めた。
現௦社会では⏘業での情報技術の活用はもちろ

んのこと、自἞యのデジタル化など多くの課題が

Ꮡ在している。高専は本来、社会を支える実践的

技術⪅を育成するᙺ๭を担ってきたが、㏆年の AI
技術の発展に伴い，技術⪅にとって AI ศ㔝の知識
をス࢟ルを身に着けることが必㡲と言える≧ἣと

なっている。この≧ἣにᑐし、石川高専で社会を

支えることのできる AI ே材を育成することを目的
に、同センターの設⨨を行うこととした。

AI Career Tech Center は、インテルの教育ノウࣁ
ウと内⏣ὒ行のラ࣎構築の専㛛性を活かして設計

されている。高性能ノート PC や AI 演習環境、利
用しやすい教室環境など、ඛ➃的な設備導入の⫼

ᬒには各社の技術支援がある。こうした⏘学㐃ᦠ

により、高専生が AI 教育を円滑にཷけることので
きる環境を AI Career Tech Centerというྡ⛠で整備
した。

令和 7年の 3᭶に整備を開ጞし，᪂学期となる 4
᭶ึ㢌には環境整備が᏶஢した．4 ᭶ 18 ᪥には石
川┴内外から来㈱をᣍき，インテル，内⏣ὒ行，

石川高専の 3 ⪅による開ᡤᘧを開ദしṇᘧな利用
を開ጞした．

石川高専では令和 7 年度から࢝リ࢟ュラムをๅ
᪂し、DXと GXをᰕとした教育を開ጞしており，
AI Career Tech Centerは、その᪂࢝リ࢟ュラムを実
現に必要とされる AI を含む情報教育の教育環境の
。として活用していく予定であるࡘ୍
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AI Career Tech Centerの設備

AI Career Tech Center には、学生が AI を深く学
び、実際の社会課題に取り組むための設備が整備

されている。

〇高性能演習用ノート PC
インテル社の支援によって導入された高性能

ノート PC は、生成 AI、画像認識、自然言語処理
など高度な演習を可能にする。ノート PCに搭載さ
れているCPUにはNPUと呼ばれる機械学習を効率
よく利用できる演算ユニットが組み込まれている．

従来の学内演習では、計算性能の不足から学習可

能な AI モデルが限定されることが多かったが、こ
れらの設備により学生はより実践的な大型モデル

の構築・推論を試すことができる。

〇学習環境・安定したネットワーク

AI Career Tech Centerには情報教育基盤センター
で整備された高速ネットワークとモニタが整備さ

れており、ノート PC を USB Type-C ケーブルで接
続するだけで，モニタとネットワーク環境を利用

することができる．AI を含む情報教育に関する教
材はデジタル化されていることが多く，ノート PC
のモニタと外部モニタを同時利用できるデュアル

モニタ環境は，教材を見ながら作業を行う際に非

常に効果的であり，授業効率を向上させることが

できる．また，AI 教育に関する教材はファイルの
ダウンロードを伴うことが多く，安定した品質の

通信が期待できる有線 LAN 環境も授業の効率化に
寄与している．このように，AI Career Tech Center
は授業を円滑に進めることができる設備を整えた

教室となっている．

〇AI教材
AI Career Tech Centerでは様々な AI教材を展開可
能であるが，インテルが準備した AI for Future 
Workforce と呼ばれる教材を円滑に展開できる環境
としている．AI for Future Workforceは AIの概念か
ら原理，活用方法，必要となる倫理を座学と演習

で学ぶことができる．さらにプログラミングなし

で AIを利用したり，整備したノート PCの NPU機
能を利用したリアルタイムで動作する AI プログラ
ミングを学ぶことができるコンテンツを備えてお

り，電子情報工学科の教育はもちろんのこと，機

械・電気・環境都市・建築の各学科の教育も教員

  高性能演習用ノート PCと外部モニタ
にとっての負担を軽減した形で実施することがで

きる．

〇教員向け講習会の実施

AI for Future Workforce を授業で活用するために，
教員向けの講習会を実施している．本校の複数の

学科の教員はもちろんのこと，福井高専，香川高

専，高専機構本部の教員も参加する講習会にとな

り，石川高専内外で AI Career Tech Centerで実践予
定の教育が展開できる準備を行った．

〇学科横断型の学習空間

AI Career Tech Centerはすべての学科が共通して
利用できる設備として整備されており，令和 8 年
度には環境都市工学科と建築学科による学科横断

的な利用も計画されている．また，可搬型のノー

ト PCで環境を整備しており，AI Career Tech Center
と同じフロアの大講義室と組み合わせ，大講義室

にノート PCを持ち出し，スペースに余裕のある大
講義室でノート PCを活用しながらグループワーク
を円滑に行うことも可能としている．

今後の展開について

現在， AIを含む情報技術は社会の発展を支える
重要な技術となっており，石川高専でもその技術

に関する知識と技能，実装力を学生が身に着ける

教育が必要になってきている．AI Career Tech 
Centerや情報戦略基盤センターが整備する演習室
などの情報教育環境を活用し，社会で活躍するエ

ンジニアの育成を目指していきたい．
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高度情報人材育成の⤂௓

㟁Ꮚ情報工学科 ᑠᮧ Ⰻኴ㑻

▼ᕝ㧗ᑓ࡛の㧗ᗘ᝟ሗேᮦ教育

情報技術のⓎ展とᬑཬにࡼり、あらࡺる分野で

情報技術は欠かすことのできない要⣲となってき

ている。ᬑ通科高ᰯでも科目ࠕ情報」が必㡲科目

となり、大学入ヨ共通ࢸスࢺでもࢸスࢺ科目とし

て導入された。このࡼうな♫఍の₻ὶに対応する

ため、高専機構の定めるࣔࣝࢹコアカリキュラム

㸦MCC㸧のᨵゞでは情報リࢸラࢩーの強化が行ࢃ
れ、全ᅜの高専で一般的なエンジニアにồめられ

る情報教育の඘実が進められている。

高専を༞ᴗする学生にồめられる情報技術は一

般的な内ᐜに加え、各学科の専門技術と情報技術

を融合して活用できる能ຊである。石川高専では、

ᚑ᮶から情報教育を専門㍈の一つとして位置づけ

てきた㟁Ꮚ情報工学科のみならࡎ、機Ე工学科、

㟁Ẽ工学科、環境㒔ᕷ工学科、ᘓ⠏学科の全 5 学
科で、ᕼᮃする学生が高度な情報教育を受けられ

るࡼうカリキュラムを構⠏した。

育ᡂࡿࡍேᮦീ

ᚑ᮶の OA を୰ᚰとしたᴗົのࢹジタࣝ化では
なく、ᴗົに情報技術をᡓ␎的に取り入れて新し

い౯್を生みฟす DX を、各専門分野で推進でき
るエンジニア、すなࡕࢃ DX エンジニア の育成

を目ᶆとする。

この目ᶆを㐩成するには高度な情報技術を一定

ࣞ࣋ࣝで習得することがồめられる。ࡑのỈ準と

して、MCC に࠾けるࠕ情報技術を備えた融合複
合学科」としてồめられる学習目ᶆを設定した。

各コースで育成する人材ീ

学年進行とコース分け

࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝࡜ไのᑟධࢫ࣮ࢥ

令和 7 年度入学生から、機Ე工学科・㟁Ẽ工学
科・環境㒔ᕷ工学科・ᘓ⠏学科で コース制 を導

入した。各学科では、先進的な技術を学ࡪことが

できるࠕ先進科学融合コース」と、専門科目に加

えて高度な情報技術を学ࠕࡪ情報科学融合コース」

を設置し、学生は 2 年生でᕼᮃするコースに配ᒓ
される。

情報科学融合コースでは、専門分野の技術を学

びつつ、情報技術を基礎から応用までయ⣔的に習

得し、専門分野に࠾ける実㊶的活用を目指す。情

報教育の基礎と演習は 1㹼3 年生のప学年段階で一
定のỈ準まで取り組み、高学年の専門性の高い科

目に࠾いて情報技術を活用できる構成とした。

高専教育はしࡤしࠕࡤ一般科目」とࠕ専門科目」

のくさび型教育とㄝ᫂されるが、情報科学融合

コースではࠕ一般科目㸩情報⣔科目」とࠕ専門科
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一般教育，情報教育，専門教育のくさび型教育

目」のくさび型構成となっている。

カリキュラム上の先進科学融合コースとの主な

違いは、2・3年生で履修する 情報工学Ⅰ と 情報

工学Ⅱ の位置づけである。情報科学融合コースで

は両科目を必修とし、共通科目での情報教育に加

えて高度情報教育を実施する。学習した情報工学

の知識・技能を前提として各学科の専門科目を履

修し、専門分野での応用につなげる。

一方、高学年の先進的・専門性の高い科目は先

進科学融合コースの必修科目として開講するが、

情報科学融合コースの学生も選択科目として履修

できる。また、先進科学融合コースの学生も情報

工学Ⅰ・Ⅱを選択して履修できる仕組みとなって

いる。

教育環境の整備

全学科で高度情報教育を推進するため、石川高

専内の教育環境整備を進めている。複数学科で情

報工学Ⅰ・Ⅱの共通講義を行うため、複数学科の学
生が同時に受講できる環境が必要である。当初は

約 120 名の学生が同時受講できる教室を新設する
計画であったが、現在は複数教室を遠隔配信で接

続し、仮想的な大教室として活用する計画へと変

更している。

また、情報教育に不可欠な演習環境については

情報教育基盤センターと連携して整備する予定で

あり、令和 10 年度には高度情報教育に対応できる
計算機環境を演習室に導入し、石川高専の情報教

育基盤の一つとする。

今後の展開について

石川高専では、令和 5 年度から情報教育強化の
準備を開始し、令和 7 年度のコース制導入という
形で本格的な展開が始まった。5年間のカリキュラ
ムの実施と並行し、段階的に情報教育の環境整備

を進め、情報技術の基礎から応用、さらに各学科

の専門技術を総合的に習得したエンジニアの育成

を目指す。

この取り組みは、AI に代表される急速に変化す
る情報技術に対応できる人材育成につながるもの

であり、各学科の特色を活かしつつ、効率的かつ

効果的な全学的展開を進めていく。

⅔⅝Ⅲ ਖ਼ـ ⅝⅐ ģയÕðܘҴ�演習ڸඟޮͤ ਲ਼ߌڔష֯Ϊۢ՛ ⅖Ⅳℭ6Я͵Ϊ習のР7ࢹ

ਲ਼子情報֯学科 教ݳ

іٲ Մऎ

ℾ℻ ĀéĒに

ඝො ⅂年度より，ਲ਼子情報֯学実験 ⅖Ⅳ において

「機械学習の基礎」というŊーŢで実験を実施し

ている．これは ⅎ⅖ℭℵⅎↀↂⅷⅴⅷⅱⅷⅯⅺℭ⅖ⅼↂⅳⅺⅺⅷⅵⅳⅼⅱⅳⅇℭࠇ

֯ঀ能ℶ分野の中でも特にӍ年ট目されている技

術である機械学習について，՞൛と演習をড়して

学ćというものである．本学科は情報系ࠇ材の育

成がţッションであるため，Ыऌの ⅎ⅖をڊうので

はなく，自ら作ることができるエンジŏアの育成

を目的に取り組Ĥでいる．この ⅎ⅖ を作るという講

義にあたり，イノベーションラボに導入されてい

る高性能な ⅔⅝Ⅲ ℵ⅛Ⅳ⅖⅑⅖ⅎℭ⅟ⅡⅥℭ⅀ℽ⅄ℽℶを搭載したデ

スクトップ ⅝⅐ が非常に重要なೲζを०っている．

本稿では講義の事前ݞ୿や講義મതに関する紹介

を行う．

ℿ℻ яの内容ל

ℿ℻ℾ℻ त۴޹�Ϊ૙

本講義の対޹は，ਲ਼子情報֯学科の ⅁ 年生であ

る．ただ，મതとしては数式等については૽ݺし

て，機械学習の·要をঀることを目的としている．

そのため，基礎的なプロĴラţンĴスıルがあれ

āܻ分ܕ講̸能なમതとなっている．例えā，筆

者らが以前実施した「ⅎ⅖×ʽচ技術教育プロĴラ
Ť ⅎ⅖℺ⅠⅡ⅒⅝」では，プロĴラţンĴについて学Ĥ

だ経験がある高校 ℾ"⅀ 年生が同様のમതを実施

できていた．そのため，高ࢄでも ℿ 年生程度のス

ıルがあれāܻ分にܕ講̸能となっている．

ℿ℻ℿ℻ яの·വל

本講義は，デħープラーŏンĴの一܏であるߒみ

؄みŏũーラルőットųークについて，⅔ⅽⅽⅵⅺⅳ ۲

がਃҍしている Ⅱⅳⅼↁⅽↀ⅓ⅺⅽↅ というライŚラリを

用いて実装できるようになるまでを目ஞとしてい

る．Ⅱⅳⅼↁⅽↀ⅓ⅺⅽↅを用いた൛由としては，ⅠⅳⅿↃⅳⅼↂⅷⅯⅺℭ

ⅎ⅝⅖ というڇ組みがݧ学者にとって୮Υ的分かり

やすい構造となっているためである．講義のમത

は，以̰の ⅂つのパートで構成される．

ℾ℻ ⅎ⅖ と機械学習について

ℿ℻ ⅝ↇↂⅶⅽⅼ を用いたプロĴラţンĴ ℵ基礎ℶ

⅀℻ ⅝ↇↂⅶⅽⅼ を用いたプロĴラţンĴ ℵ応用ℶ

⅁℻ 機械学習モデルの構築

⅂℻ 深層学習モデルの構築と改善

これらのパートについて，「ℾ℻ℭⅎ⅖ と機械学習につ

いて」のみئ学のみで実施している．چりのパー

トについては，最ݧにئ学で՞൛等をࡺೀした上

で，چりは演習を実施するというऒのਲ਼子情報֯

学実験と同様の൪れで講義を行っている．

図 ℾ 講義資料のĹンプル ℵℾℶ

図 ℿ 講義資料のĹンプル ℵℿℶ
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ਲ਼子情報֯学科 教ݳ

іٲ Մऎ

ℾ℻ ĀéĒに

ඝො ⅂年度より，ਲ਼子情報֯学実験 ⅖Ⅳ において

「機械学習の基礎」というŊーŢで実験を実施し

ている．これは ⅎ⅖ℭℵⅎↀↂⅷⅴⅷⅱⅷⅯⅺℭ⅖ⅼↂⅳⅺⅺⅷⅵⅳⅼⅱⅳⅇℭࠇ

֯ঀ能ℶ分野の中でも特にӍ年ট目されている技

術である機械学習について，՞൛と演習をড়して

学ćというものである．本学科は情報系ࠇ材の育

成がţッションであるため，Ыऌの ⅎ⅖をڊうので

はなく，自ら作ることができるエンジŏアの育成

を目的に取り組Ĥでいる．この ⅎ⅖ を作るという講

義にあたり，イノベーションラボに導入されてい

る高性能な ⅔⅝Ⅲℭℵ⅛Ⅳ⅖⅑⅖ⅎℭ⅟ⅡⅥℭ⅀ℽ⅄ℽℶを搭載したデ

スクトップ ⅝⅐ が非常に重要なೲζを०っている．

本稿では講義の事前ݞ୿や講義મതに関する紹介

を行う．ℭℭ

ℿ℻ яの内容ל

ℿ℻ℾ℻ त۴޹�Ϊ૙

本講義の対޹は，ਲ਼子情報֯学科の ⅁ 年生であ

る．ただ，મതとしては数式等については૽ݺし

て，機械学習の·要をঀることを目的としている．

そのため，基礎的なプロĴラţンĴスıルがあれ

āܻ分ܕ講̸能なમതとなっている．例えā，筆

者らが以前実施した「ⅎ⅖×ʽচ技術教育プロĴラ
Ť ⅎ⅖℺ⅠⅡ⅒⅝」では，プロĴラţンĴについて学Ĥ

だ経験がある高校 ℾ"⅀ 年生が同様のમതを実施

できていた．そのため，高ࢄでも ℿ 年生程度のス

ıルがあれāܻ分にܕ講̸能となっている．

ℿ℻ℿ℻ яの·വל

本講義は，デħープラーŏンĴの一܏であるߒみ

؄みŏũーラルőットųークについて，⅔ⅽⅽⅵⅺⅳ ۲

がਃҍしている Ⅱⅳⅼↁⅽↀ⅓ⅺⅽↅ というライŚラリを

用いて実装できるようになるまでを目ஞとしてい

る．Ⅱⅳⅼↁⅽↀ⅓ⅺⅽↅを用いた൛由としては，ⅠⅳⅿↃⅳⅼↂⅷⅯⅺℭ

ⅎ⅝⅖ というڇ組みがݧ学者にとって୮Υ的分かり

やすい構造となっているためである．講義のમത

は，以̰の ⅂つのパートで構成される．

ℾ℻ ⅎ⅖ と機械学習について

ℿ℻ ⅝ↇↂⅶⅽⅼ を用いたプロĴラţンĴℭℵ基礎ℶℭ

⅀℻ ⅝ↇↂⅶⅽⅼ を用いたプロĴラţンĴℭℵ応用ℶℭ

⅁℻ 機械学習モデルの構築

⅂℻ 深層学習モデルの構築と改善

これらのパートについて，「ℾ℻ℭⅎ⅖ と機械学習につ

いて」のみئ学のみで実施している．چりのパー

トについては，最ݧにئ学で՞൛等をࡺೀした上

で，چりは演習を実施するというऒのਲ਼子情報֯

学実験と同様の൪れで講義を行っている．

図 ℾℭ 講義資料のĹンプルℭℵℾℶℭ

図 ℿℭ 講義資料のĹンプルℭℵℿℶℭ
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ℿ℻⅀℻ 演習

ℿ℻⅀℻ℾ℻ 演習環境

ハードウェア面については，演習環境となるデ

スクトップ ⅝⅐は，⅐⅝Ⅲ として ⅖ⅼↂⅳⅺℭ⅐ⅽↀⅳℭⅷ⅂℺ℾℿ⅂ℽℽ，

メモリは ℾ⅃⅔⅏，⅔⅝Ⅲ として ⅛Ⅳ⅖⅑⅖ⅎℭ⅟ⅡⅥℭ⅀ℽ⅄ℽ を搭

載している．また，⅜Ⅰ は Ⅴⅷⅼⅲⅽↅↁ となっている．

次にソフトウェア環境であるが，本講義で利用

する Ⅱⅳⅼↁⅽↀ⅓ⅺⅽↅ は Ⅴⅷⅼⅲⅽↅↁ 版の配布を終了して

いるため，ⅤⅠ⅙ℭℵⅤⅷⅼⅲⅽↅↁℭⅠↃⅰↁↇↁↂⅳⅻℭⅴⅽↀℭ⅙ⅷⅼↃↆℶを

用いた ⅢⅰↃⅼↂↃℭℿℿ℻ℽ⅁ 環境上で開発・動作をするこ

ととした．ⅤⅠ⅙環境の構築は非常に時間がかかり，

学生には難易度が高いことから，筆者が事前に環

境を構築しておいた．本校の ⅝⅐ には，環境復元ソ

フトウェアが導入されていることから，一般的な

導入方法は利用できない．そのため，事前に構築

した ⅤⅠ⅙ 環境一式をエクスポートℭ ℵ℻ↂⅯↀ 形式ℶし

ておき，共有エリアに配置しておいた．学生は講

義前にそのファイルをインポートしてもらうとい

う運用とした．この作業の所要時間は数分程度で

ある．

図 ⅀ℭ イノベーションラボにおける

高性能デスクトップ ⅝⅐ℭ

ℿ℻⅀℻ℿ℻ 演習内容

演習においては，特に「⅂℻ℭ機械学習モデルの構

築と改善」において，モデル構造やハイパーパラ

メータを自由に変更して性能向上を目指す．また，

考察においても独自に構築したモデルについて，

その結果について評価するように出題している．

本講義においても，性能向上を実現するためには，

一般的な ⅎ⅖ 研究と同様に，多くの試行錯誤が必要

となる．その際，家庭でも演習に取り組めるよう

に ⅔ⅽⅽⅵⅺⅳℭ⅐ⅽⅺⅯⅰ 環境も学生に紹介したが，本校の

⅔⅝Ⅲ 搭載 ⅝⅐ の方が高速であるため，時間外にイノ

ベーションラボにて実験を行っている様子が見ら

れた．

⅀℻ 今後の課題

最後の自由演習において独自に深層学習モデル

を学生に構築してもらうが，筆者は簡単にハイパ

ーパラメータを変更するだけを想定していた．し

かしながら，大多数の学生は独自に講義では実施

していないバッチ正規化，ドロップアウトなどの

構造を独自で取り入れていた．このような学生の

向学心の高さに応えるため，次年度以降は参考資

料として ⅓ↃⅼⅱↂⅷⅽⅼⅯⅺℭⅎ⅝⅖ や，代表的な ⅐⅛⅛ モデル

の実装例等もコードで示すことを考えている．ま

た，現在利用している ⅤⅠ⅙ 環境は ⅢⅰↃⅼↂↃℭ ℿℿ℻ℽ⅁ℭ

⅙ⅡⅠ であるが，同様の ⅙ⅡⅠ 版である ℿ⅁℻ℽ⅁ が公開

されて ℾ年以上が経過した．また，Ⅱⅳⅼↁⅽↀ⅓ⅺⅽↅ も

毎年バージョンアップの対応がなされ，本稿執筆

時点で ℿ℻ℿℽ が公開されている．情報分野の中でも

特に進展が早い ⅎ⅖分野でもあるため，教材等のア

ップデートは今後も毎年必要であると考える．

⅁℻ おわりに

本稿では，イノベーションラボに導入されてい

る，⅔⅝Ⅲ を搭載した高性能 ⅝⅐を活用した実験であ

る機械学習の基礎に関する事例紹介を実施した．

ⅎ⅖の技術は今後も非常に重要なものであると共に，

情報系学科の学生として，単純に ⅎ⅖を利用するだ

けではなく，作ることができる学生を育成するこ

とが重要である．引き続き世の中の動向も踏まえ

ながら，最新技術等も取り入れた実験に出来るよ

うに取り組みたい．

ウイルスに感染した？「すぐやる三箇条」で被害を最小限に！

技術教育支援センター 飯田忠夫

1. はじめに

パソコン(以下 PC)の動作が異常に遅い・頻繁にフリーズする。ノート PCやスマートフォンのバ

ッテリーの消費が異常に早い。発熱で筐体が熱くなるなどの症状がある場合は、ウイルス感染のサ

インかもしれません。以前はウイルスに感染したことが分かるように、画面に仕掛けをされること

が多かったのですが、最近のウイルスは、PCやサーバに保存されている機密データが主なターゲ

ットになっており、ユーザに気づかれないように見えないところでプログラムが動作し、機密デー

タの窃取や、ネットワーク内にある重要なサーバや情報資産を、時間をかけて密かに調査し攻撃を

仕掛けるのが主流になっています。このため、ウイルス感染が疑われる場合に一番やってはいけな

いことは「何もしない」「自分で判断してしまう」ことです。もし、ウイルス感染が疑われるよう

な場合は、被害を最小限に食い止め、感染を拡大しないために「すぐやる三箇条」を実施しましょ

う。以下では実例をもとに、事前のウイルス対策や感染が疑われる場合の対応について解説しま

す。

2. ネットワークから隔離する

ウイルス感染時にネットワークを即座に遮断すべき最大の理由は、被害の「拡大」と「情報流

出」を食い止めるためです。例えば、近年猛威を振るった「Emotet（エモテット）」のようなウイ

ルスは、ネットワークを通じて社内の他の PCへ次々と感染を広げ、組織全体を機能不全に陥れま

す。また、ランサムウェア感染の場合、ネットワークでつながった共有サーバ内のファイルを暗号

化し、人質に取るといった二次被害が発生します。さらに、外部の攻撃者のサーバと通信を行い、

保存されている機密情報や個人情報を密かに送信し続けるケースも少なくありません。物理的に

LANケーブルを抜く、あるいは Wi-Fiをオフにして通信を断つことは、ウイルスという「病原体」

を隔離し、情報という「資産」が外部へ盗み出される経路を断つための、最も確実で迅速な応急処

置となります。

物理的に遮断： LANケーブルを抜く、Wi-Fiスイッチを切る、スマホなら「機内モード」にする

共有設定の解除： クラウドストレージ（Dropbox, OneDrive等）も即座に同期を停止する

3. 電源は落とさずに環境を保全する

ウイルス感染時、ネットワーク遮断は必須ですが、「電源を切らない（環境保全）」ことも非常

に重要です。その理由は、メモリ（RAM）上にのみ存在する証拠を消さないためです。 現在の高度

なサイバー攻撃では、ハードディスクに痕跡を残さずメモリ上だけで動作する「ファイルレスマル

ウェア」が主流です。電源を切るとメモリの内容は消滅し、以下の重要な情報が失われます。

ウイルスの本体と動作プロセス：何が実行されていたか。

通信先や暗号鍵：攻撃者がどこから操り、何のデータを暗号化したか。

侵入経路の特定：どこから入ったのかという足跡。

2025年から 2026年にかけても被害が続くランサムウェア攻撃では、専門家による「デジタルフォ

レンジック（電子鑑識）」が復旧の鍵となります。ある企業の実例では、感染直後に電源を落とさ

ず保持したことで、メモリ内から攻撃者が使用した「暗号化解除のための鍵」が発見され、身代金

を支払わずにデータを復元できたケースがあります。逆に、慌てて電源を切ってしまうと、これら

調査の手がかりが全て消え、原因不明のまま再感染を繰り返すリスクが高まります。感染時は「ネ

ットワークは即遮断、電源はそのまま」にすることが重要です。

4. 学内の情報セキュリティインシデント担当者に連絡

ウイルス感染時、担当者へ速やかに連絡すべき最大の理由は、組織全体で「被害の最小化」を迅

速に開始するためです。個人の判断で対処を遅らせると、ウイルスがネットワークを通じて他の端
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ℿ℻⅀℻ 演習

ℿ℻⅀℻ℾ℻ 演習環境

ハードウェア面については，演習環境となるデ

スクトップ ⅝⅐は，⅐⅝Ⅲ として ⅖ⅼↂⅳⅺℭ⅐ⅽↀⅳℭⅷ⅂℺ℾℿ⅂ℽℽ，

メモリは ℾ⅃⅔⅏，⅔⅝Ⅲ として ⅛Ⅳ⅖⅑⅖ⅎℭ⅟ⅡⅥℭ⅀ℽ⅄ℽ を搭

載している．また，⅜Ⅰ は Ⅴⅷⅼⅲⅽↅↁ となっている．

次にソフトウェア環境であるが，本講義で利用

する Ⅱⅳⅼↁⅽↀ⅓ⅺⅽↅ は Ⅴⅷⅼⅲⅽↅↁ 版の配布を終了して

いるため，ⅤⅠ⅙ℭℵⅤⅷⅼⅲⅽↅↁℭⅠↃⅰↁↇↁↂⅳⅻℭⅴⅽↀℭ⅙ⅷⅼↃↆℶを

用いた ⅢⅰↃⅼↂↃℭℿℿ℻ℽ⅁ 環境上で開発・動作をするこ

ととした．ⅤⅠ⅙環境の構築は非常に時間がかかり，

学生には難易度が高いことから，筆者が事前に環

境を構築しておいた．本校の ⅝⅐ には，環境復元ソ

フトウェアが導入されていることから，一般的な

導入方法は利用できない．そのため，事前に構築

した ⅤⅠ⅙ 環境一式をエクスポート ℵ℻ↂⅯↀ 形式ℶし

ておき，共有エリアに配置しておいた．学生は講

義前にそのファイルをインポートしてもらうとい

う運用とした．この作業の所要時間は数分程度で

ある．

図 ⅀ イノベーションラボにおける

高性能デスクトップ ⅝⅐

ℿ℻⅀℻ℿ℻ 演習内容

演習においては，特に「⅂℻ℭ機械学習モデルの構

築と改善」において，モデル構造やハイパーパラ

メータを自由に変更して性能向上を目指す．また，

考察においても独自に構築したモデルについて，

その結果について評価するように出題している．

本講義においても，性能向上を実現するためには，

一般的な ⅎ⅖ 研究と同様に，多くの試行錯誤が必要

となる．その際，家庭でも演習に取り組めるよう

に ⅔ⅽⅽⅵⅺⅳℭ⅐ⅽⅺⅯⅰ 環境も学生に紹介したが，本校の

⅔⅝Ⅲ 搭載 ⅝⅐ の方が高速であるため，時間外にイノ

ベーションラボにて実験を行っている様子が見ら

れた．

⅀℻ 今後の課題

最後の自由演習において独自に深層学習モデル

を学生に構築してもらうが，筆者は簡単にハイパ

ーパラメータを変更するだけを想定していた．し

かしながら，大多数の学生は独自に講義では実施

していないバッチ正規化，ドロップアウトなどの

構造を独自で取り入れていた．このような学生の

向学心の高さに応えるため，次年度以降は参考資

料として ⅓ↃⅼⅱↂⅷⅽⅼⅯⅺℭⅎ⅝⅖ や，代表的な ⅐⅛⅛ モデル

の実装例等もコードで示すことを考えている．ま

た，現在利用している ⅤⅠ⅙ 環境は ⅢⅰↃⅼↂↃℭ ℿℿ℻ℽ⅁

⅙ⅡⅠ であるが，同様の ⅙ⅡⅠ 版である ℿ⅁℻ℽ⅁ が公開

されて ℾ年以上が経過した．また，Ⅱⅳⅼↁⅽↀ⅓ⅺⅽↅ も

毎年バージョンアップの対応がなされ，本稿執筆

時点で ℿ℻ℿℽ が公開されている．情報分野の中でも

特に進展が早い ⅎ⅖分野でもあるため，教材等のア

ップデートは今後も毎年必要であると考える．

⅁℻ おわりに

本稿では，イノベーションラボに導入されてい

る，⅔⅝Ⅲ を搭載した高性能 ⅝⅐を活用した実験であ

る機械学習の基礎に関する事例紹介を実施した．

ⅎ⅖の技術は今後も非常に重要なものであると共に，

情報系学科の学生として，単純に ⅎ⅖を利用するだ

けではなく，作ることができる学生を育成するこ

とが重要である．引き続き世の中の動向も踏まえ

ながら，最新技術等も取り入れた実験に出来るよ

うに取り組みたい．

ウイルスに感染した？「すぐやる三箇条」で被害を最小限に！

技術教育支援センター 飯田忠夫

1. はじめに

パソコン(以下 PC)の動作が異常に遅い・頻繁にフリーズする。ノート PCやスマートフォンのバ

ッテリーの消費が異常に早い。発熱で筐体が熱くなるなどの症状がある場合は、ウイルス感染のサ

インかもしれません。以前はウイルスに感染したことが分かるように、画面に仕掛けをされること

が多かったのですが、最近のウイルスは、PCやサーバに保存されている機密データが主なターゲ

ットになっており、ユーザに気づかれないように見えないところでプログラムが動作し、機密デー

タの窃取や、ネットワーク内にある重要なサーバや情報資産を、時間をかけて密かに調査し攻撃を

仕掛けるのが主流になっています。このため、ウイルス感染が疑われる場合に一番やってはいけな

いことは「何もしない」「自分で判断してしまう」ことです。もし、ウイルス感染が疑われるよう

な場合は、被害を最小限に食い止め、感染を拡大しないために「すぐやる三箇条」を実施しましょ

う。以下では実例をもとに、事前のウイルス対策や感染が疑われる場合の対応について解説しま

す。

2. ネットワークから隔離する

ウイルス感染時にネットワークを即座に遮断すべき最大の理由は、被害の「拡大」と「情報流

出」を食い止めるためです。例えば、近年猛威を振るった「Emotet（エモテット）」のようなウイ

ルスは、ネットワークを通じて社内の他の PCへ次々と感染を広げ、組織全体を機能不全に陥れま

す。また、ランサムウェア感染の場合、ネットワークでつながった共有サーバ内のファイルを暗号

化し、人質に取るといった二次被害が発生します。さらに、外部の攻撃者のサーバと通信を行い、

保存されている機密情報や個人情報を密かに送信し続けるケースも少なくありません。物理的に

LANケーブルを抜く、あるいは Wi-Fiをオフにして通信を断つことは、ウイルスという「病原体」

を隔離し、情報という「資産」が外部へ盗み出される経路を断つための、最も確実で迅速な応急処

置となります。

物理的に遮断： LANケーブルを抜く、Wi-Fiスイッチを切る、スマホなら「機内モード」にする

共有設定の解除： クラウドストレージ（Dropbox, OneDrive等）も即座に同期を停止する

3. 電源は落とさずに環境を保全する

ウイルス感染時、ネットワーク遮断は必須ですが、「電源を切らない（環境保全）」ことも非常

に重要です。その理由は、メモリ（RAM）上にのみ存在する証拠を消さないためです。 現在の高度

なサイバー攻撃では、ハードディスクに痕跡を残さずメモリ上だけで動作する「ファイルレスマル

ウェア」が主流です。電源を切るとメモリの内容は消滅し、以下の重要な情報が失われます。  

ウイルスの本体と動作プロセス：何が実行されていたか。

通信先や暗号鍵：攻撃者がどこから操り、何のデータを暗号化したか。

侵入経路の特定：どこから入ったのかという足跡。

2025年から 2026年にかけても被害が続くランサムウェア攻撃では、専門家による「デジタルフォ

レンジック（電子鑑識）」が復旧の鍵となります。ある企業の実例では、感染直後に電源を落とさ

ず保持したことで、メモリ内から攻撃者が使用した「暗号化解除のための鍵」が発見され、身代金

を支払わずにデータを復元できたケースがあります。逆に、慌てて電源を切ってしまうと、これら

調査の手がかりが全て消え、原因不明のまま再感染を繰り返すリスクが高まります。感染時は「ネ

ットワークは即遮断、電源はそのまま」にすることが重要です。

4. 学内の情報セキュリティインシデント担当者に連絡

ウイルス感染時、担当者へ速やかに連絡すべき最大の理由は、組織全体で「被害の最小化」を迅

速に開始するためです。個人の判断で対処を遅らせると、ウイルスがネットワークを通じて他の端
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ᮎや重要なサーバへ拡ᩓし、取り返しのつかないつᶍの被害をᣍきます。担当者は、専門▱識にᇶ

づき迅速なึ動対応（隔離やログ保存）を行い、被害⠊ᅖをṇ確に特定するᙺ๭を担っていま

す。  

報࿌の遅れによる実例

2025年に発生したᅜ内企業の事例では、ランサムウェア感染をㄆ▱したᚑ業ဨが「自分で解Ỵ

できる」と判断して報࿌が 1᪥遅れた⤖ᯝ、その間にバックアップサーバまで暗号化され、復旧に

ᩘ࢝᭶を要する事ែとなりました。また、2026年現在は個人情報保ㆤἲにᇶづき、₃えい等のᜍ

れがある場合は、速やかな報࿌が⩏ົ௜けられています。 報࿌が遅れると、技術的な復旧がᅔ㞴

になるだけでなく、組織の社఍的信用失ቒなどのリスクを急⃭に高めます。「᛹しい」とᛮったẁ

㝵で、定められた経路で即座に共有することが、組織をᏲるための最ၿの行動です。

5. ⿕ᐖを஦๓に㜵ࡓࡄめに

ウイルスに感染しないのがもっとも重要ですが、最近は手ཱྀもᕦጁ化しており、ពᅗせずウイル

スに感染してしまうྍ能ᛶが高まっています。被害をᮍ↛に㜵ぐために最もඃ先すべきᇶ本対策を

ᚭᗏしましょう。

1. OSやソフトを最᪂の状ែにする

OS（Windows, macOS, iOS, Android）やブラウザ、アプリの᭦᪂通▱を↓どせず、すぐにアッ

プデートを㐺用してください。⬤ᙅᛶ（セ࢟ࣗリティ上のᙅⅬ）をᨺ置すると、ウイルス感染

のリスクが高まります。サ࣏ートが切れたアプリは使用しないでください。ウイルス対策ソフ

トのパターンファイルの᭦᪂も重要です。定期的にウイルス対策ソフトで PC内のス࢟ࣕンも

ᛀれず実施しましょう。

2. ID・パスワードの㐺切な⟶理

パスワードは高専機ᵓのパスワード࣏リࢩーに๎ったものを設定し、他のサーࣅスとの使いᅇ

しをしないことが重要です。ྍ能な限り二要⣲ㄆ証（2ẁ㝵ㄆ証）を有ຠにしてください。

3. 不ᑂなメールやサイトを㆙ᡄする

身にぬえのないメールのリンクをクリックしたり、ῧ௜ファイルを開たりしないでください。

බᘧサイトを⿦ったフィッࢩングブḭが急ቑしているため、ログインをಁすメールがᒆいた

ら、ṇつのアプリやブックマークからアクセスする⩦័をつけましょう。  

6. ᭱ᚋに

AIの㐍化により不ᑂメールが高度化し、ᩥ面だけで┿ഇを判断することは௒後さらにᅔ㞴にな

ります。どれだけὀពしていても感染するྍ能ᛶはࢮロではありません。そのため、ウイルス感染

が疑われる㝿のึ動が被害の大きさをỴ定します。

・ネットワークの遮断

・電源を切らずに PCの環境を保全

・▼ᕝ高専 CSIRTへの速やかな連絡

この「すぐやる三箇条」をᚭᗏすることで、感染時でも被害を最小限にᢚえることができます。

᪥㡭からᇶ本的なセ࢟ࣗリティ対策をᚭᗏし、感染が疑われる場合は落ࡕ╔いてすぐやる三箇条を

実施してください。
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ᮎや重要なサーバへ拡ᩓし、取り返しのつかないつᶍの被害をᣍきます。担当者は、専門▱識にᇶ

づき迅速なึ動対応（隔離やログ保存）を行い、被害⠊ᅖをṇ確に特定するᙺ๭を担っていま

す。

報࿌の遅れによる実例

2025年に発生したᅜ内企業の事例では、ランサムウェア感染をㄆ▱したᚑ業ဨが「自分で解Ỵ

できる」と判断して報࿌が 1᪥遅れた⤖ᯝ、その間にバックアップサーバまで暗号化され、復旧に

ᩘ࢝᭶を要する事ែとなりました。また、2026年現在は個人情報保ㆤἲにᇶづき、₃えい等のᜍ

れがある場合は、速やかな報࿌が⩏ົ௜けられています。 報࿌が遅れると、技術的な復旧がᅔ㞴

になるだけでなく、組織の社఍的信用失ቒなどのリスクを急⃭に高めます。「᛹しい」とᛮったẁ

㝵で、定められた経路で即座に共有することが、組織をᏲるための最ၿの行動です。

5. ⿕ᐖを஦๓に㜵ࡓࡄめに

ウイルスに感染しないのがもっとも重要ですが、最近は手ཱྀもᕦጁ化しており、ពᅗせずウイル

スに感染してしまうྍ能ᛶが高まっています。被害をᮍ↛に㜵ぐために最もඃ先すべきᇶ本対策を

ᚭᗏしましょう。

1. OSやソフトを最᪂の状ែにする

OS（Windows, macOS, iOS, Android）やブラウザ、アプリの᭦᪂通▱を↓どせず、すぐにアッ

プデートを㐺用してください。⬤ᙅᛶ（セ࢟ࣗリティ上のᙅⅬ）をᨺ置すると、ウイルス感染

のリスクが高まります。サ࣏ートが切れたアプリは使用しないでください。ウイルス対策ソフ

トのパターンファイルの᭦᪂も重要です。定期的にウイルス対策ソフトで PC内のス࢟ࣕンも

ᛀれず実施しましょう。

2. ID・パスワードの㐺切な⟶理

パスワードは高専機ᵓのパスワード࣏リࢩーに๎ったものを設定し、他のサーࣅスとの使いᅇ

しをしないことが重要です。ྍ能な限り二要⣲ㄆ証（2ẁ㝵ㄆ証）を有ຠにしてください。

3. 不ᑂなメールやサイトを㆙ᡄする

身にぬえのないメールのリンクをクリックしたり、ῧ௜ファイルを開たりしないでください。

බᘧサイトを⿦ったフィッࢩングブḭが急ቑしているため、ログインをಁすメールがᒆいた

ら、ṇつのアプリやブックマークからアクセスする⩦័をつけましょう。

6. ᭱ᚋに

AIの㐍化により不ᑂメールが高度化し、ᩥ面だけで┿ഇを判断することは௒後さらにᅔ㞴にな

ります。どれだけὀពしていても感染するྍ能ᛶはࢮロではありません。そのため、ウイルス感染

が疑われる㝿のึ動が被害の大きさをỴ定します。

・ネットワークの遮断

・電源を切らずに PCの環境を保全

・▼ᕝ高専 CSIRTへの速やかな連絡

この「すぐやる三箇条」をᚭᗏすることで、感染時でも被害を最小限にᢚえることができます。

᪥㡭からᇶ本的なセ࢟ࣗリティ対策をᚭᗏし、感染が疑われる場合は落ࡕ╔いてすぐやる三箇条を

実施してください。

第３部　　資料



○石川工業高等専門学校情報戦略基盤センター規程 

 

平成５年４月１日 規則第 315 号 

平成 24 年４月１日 一部改正 

平成 25 年２月 20 日 一部改正 

平成 26 年４月１日 一部改正 

令和４年３月９日 一部改正 

令和５年２月８日 一部改正 

（趣旨） 

第１条 この規程は，石川工業高等専門学校学則第８条第２項の規定に基づき，石川工業高等専門学

校情報戦略基盤センター（以下「センター」という。）の管理運営に必要な事項を定めるものとす

る。 

 （目的） 

第２条 センターは，石川工業高等専門学校（以下「本校」という。）における情報処理教育及び電

子計算機システムの利用を円滑にするとともに，教育，研究，事務等に関する情報処理の高度化を

図ることを目的とする。  

 （業務） 

第３条 センターは，次の各号に掲げる業務を行う。 

（１）電子計算機（以下「電算機」という。）の管理，運用に関すること。 

（２）電算機による情報処理の基礎教育の実施に関すること。 

（３）電算機による研究に関すること。 

（４）教育，研究及び事務等の情報処理に関する調査，研究，企画立案及び啓蒙に関すること。 

（５）学内の情報ネットワークの構築及び管理，運用に関すること。 

（６）学内・外の情報ネットワークの連絡，調整に関すること。 

（７）総合的情報処理化に関すること。 

（８）センターの事務に関すること。 

（９）その他電算機及び情報処理に関すること。 

 （職員） 

第４条 センターに，次の各号に掲げる職員を置く。 

（１）センター長 

（２）センター次長  １名ないし２名 

（３）センター員（一般教育科及び各専門学科から選出した教員  各１名） 

（４）技術職員  若干名 

（５）その他校長が特に必要と認めた者 

２ センター長は，本校の教員の中から校長が指名する。 

３ センター次長は，本校の教員の中からセンター長が指名する。 

４ センター長，センター次長及びセンター員の任期は，１年とし，再任を妨げない。ただし，欠員

が生じた場合の後任者の任期は，前任者の残任期間とする。 

 （職務） 

第５条 センター長は，センターに関する業務を掌理する。 

２ センター次長は，センター長を補佐し，センター長に事故あるときはその職務を代行する。 

３ センター員は，上司の命を受け，センターの業務に従事する。 

 （情報戦略基盤センター委員会） 

第６条 センターの管理運営を円滑に行うため，石川工業高等専門学校情報戦略基盤センター委員会

（以下「委員会」という。）を置く。 

２ 委員会に関する必要な事項は，別に定める。 

 （雑則） 



○石川工業高等専門学校情報戦略基盤センター規程

平成５年４月１日 規則第 315 号

平成 24 年４月１日 一部改正

平成 25 年２月 20 日 一部改正

平成 26 年４月１日 一部改正

令和４年３月９日 一部改正

令和５年２月８日 一部改正

（趣旨）

第１条 この規程は，石川工業高等専門学校学則第８条第２項の規定に基づき，石川工業高等専門学

校情報戦略基盤センター（以下「センター」という。）の管理運営に必要な事項を定めるものとす

る。

（目的）

第２条 センターは，石川工業高等専門学校（以下「本校」という。）における情報処理教育及び電

子計算機システムの利用を円滑にするとともに，教育，研究，事務等に関する情報処理の高度化を

図ることを目的とする。  

（業務）

第３条 センターは，次の各号に掲げる業務を行う。

（１）電子計算機（以下「電算機」という。）の管理，運用に関すること。

（２）電算機による情報処理の基礎教育の実施に関すること。

（３）電算機による研究に関すること。

（４）教育，研究及び事務等の情報処理に関する調査，研究，企画立案及び啓蒙に関すること。

（５）学内の情報ネットワークの構築及び管理，運用に関すること。

（６）学内・外の情報ネットワークの連絡，調整に関すること。

（７）総合的情報処理化に関すること。

（８）センターの事務に関すること。

（９）その他電算機及び情報処理に関すること。

（職員）

第４条 センターに，次の各号に掲げる職員を置く。

（１）センター長

（２）センター次長  １名ないし２名

（３）センター員（一般教育科及び各専門学科から選出した教員  各１名）

（４）技術職員  若干名

（５）その他校長が特に必要と認めた者

２ センター長は，本校の教員の中から校長が指名する。

３ センター次長は，本校の教員の中からセンター長が指名する。

４ センター長，センター次長及びセンター員の任期は，１年とし，再任を妨げない。ただし，欠員

が生じた場合の後任者の任期は，前任者の残任期間とする。

（職務）

第５条 センター長は，センターに関する業務を掌理する。

２ センター次長は，センター長を補佐し，センター長に事故あるときはその職務を代行する。

３ センター員は，上司の命を受け，センターの業務に従事する。

（情報戦略基盤センター委員会）

第６条 センターの管理運営を円滑に行うため，石川工業高等専門学校情報戦略基盤センター委員会

（以下「委員会」という。）を置く。

２ 委員会に関する必要な事項は，別に定める。

（雑則）
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第７条 この規程に定めるものの࡯か，必要な事項は別に定める。

   㝃 則

１ この規則は，平成５年４月１日から施行する。

２ 石川工業高等専門学校電子計算機ᐊ規則（᫛和 49年 10 月７日ไ定石川工業高等専門学校規則第

104 号）は，ᗫṆする。

   㝃 則

この規程は，平成 24年４月１日から施行する。

㝃 則

この規程は，平成 25年２月 20 日から施行する。

㝃 則

この規程は，平成 26年４月１日から施行する。

㝃 則

この規程は，令和４年４月１日から施行する。

㝃 則

この規程は，令和５年４月１日から施行する。

○石川工業高等専門学校情報戦略基盤センター細則

平成５年４月１日 規則第 316号

平成 18年７月 12日 一部改正

平成 24年４月１日 一部改正

平成 25年２月 20日 一部改正

平成 26年４月１日 一部改正

令和５年２月８日 一部改正

（趣旨）

第１条 この細則は，石川工業高等専門学校情報戦略基盤センター規程第７条の規定に基づき，情報

戦略基盤センター（以下「センター」という。）の利用について，必要な事項を定める。

（利用者の範囲）

第２条 センターを利用できるものは，次の各号に該当する者とする。

（１）本校の教職員

（２）本校の学生

（３）その他特に情報戦略基盤センター長（以下「センター長」という。）の許可を得た者

（電子計算機の操作及び利用方法）

第３条 前条各号の利用者は，電子計算機（サーバー，パーソナルコンピュータ等，以下「電算機」

という。）を原則としてオープン利用できる。ただし，サーバー用電算機の起動及び停止を含む操

作は，センター長の承認を得なければならない。

（利用時間）

第４条 センターの利用時間は，月曜日から金曜日まで（国民の祝日に関する法律（昭和 23年法律

第 178号）に定める休日及び本校の一斉休業日を除く。）の８時 30分から 17時までとする。ただ

し，保守，故障及び管理運用上必要がある場合は，センター長が利用時間を制限し，又は延長する

ことがある。

２ 前項の利用時間以外に利用しようとするものは，あらかじめ所定の使用願をセンター長に提出し，

許可を得なければならない。

３ センターを使用した日の最後の利用者は，終了後，所定の事務処理をした上，センター職員に連

絡するものとする。

（費用の負担）

第５条 利用者は，処理に必要な経費を負担する場合がある。

附 則

１ この細則は，平成５年４月１日から施行する。

２ 石川工業高等専門学校電子計算槙室利用細則（昭和 50年１月 27日制定石川工業高等専門学校規

則第 107号）は，廃止する。

   附 則

この細則は，平成 18年７月 12日から施行し，平成 18年４月１日から適用する。

附 則

この細則は，平成 24年４月１日から施行する。

附 則

この細則は，平成 25年２月 20日から施行する。

附 則

この細則は，平成 26年４月１日から施行する。

附 則

この細則は，令和５年４月１日から施行する。
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第７条 この規程に定めるものの࡯か，必要な事項は別に定める。

   㝃 則

１ この規則は，平成５年４月１日から施行する。

２ 石川工業高等専門学校電子計算機ᐊ規則（᫛和 49年 10 月７日ไ定石川工業高等専門学校規則第

104 号）は，ᗫṆする。

   㝃 則

この規程は，平成 24年４月１日から施行する。

㝃 則

この規程は，平成 25年２月 20 日から施行する。

㝃 則

この規程は，平成 26年４月１日から施行する。

㝃 則

この規程は，令和４年４月１日から施行する。

㝃 則

この規程は，令和５年４月１日から施行する。

○石川工業高等専門学校情報戦略基盤センター細則

平成５年４月１日 規則第 316号

平成 18年７月 12日 一部改正

平成 24年４月１日 一部改正

平成 25年２月 20日 一部改正

平成 26年４月１日 一部改正

令和５年２月８日 一部改正

（趣旨）

第１条 この細則は，石川工業高等専門学校情報戦略基盤センター規程第７条の規定に基づき，情報

戦略基盤センター（以下「センター」という。）の利用について，必要な事項を定める。

（利用者の範囲）

第２条 センターを利用できるものは，次の各号に該当する者とする。

（１）本校の教職員

（２）本校の学生

（３）その他特に情報戦略基盤センター長（以下「センター長」という。）の許可を得た者

（電子計算機の操作及び利用方法）

第３条 前条各号の利用者は，電子計算機（サーバー，パーソナルコンピュータ等，以下「電算機」

という。）を原則としてオープン利用できる。ただし，サーバー用電算機の起動及び停止を含む操

作は，センター長の承認を得なければならない。

（利用時間）

第４条 センターの利用時間は，月曜日から金曜日まで（国民の祝日に関する法律（昭和 23年法律

第 178号）に定める休日及び本校の一斉休業日を除く。）の８時 30分から 17時までとする。ただ

し，保守，故障及び管理運用上必要がある場合は，センター長が利用時間を制限し，又は延長する

ことがある。

２ 前項の利用時間以外に利用しようとするものは，あらかじめ所定の使用願をセンター長に提出し，

許可を得なければならない。

３ センターを使用した日の最後の利用者は，終了後，所定の事務処理をした上，センター職員に連

絡するものとする。

（費用の負担）

第５条 利用者は，処理に必要な経費を負担する場合がある。

附 則

１ この細則は，平成５年４月１日から施行する。

２ 石川工業高等専門学校電子計算槙室利用細則（昭和 50年１月 27日制定石川工業高等専門学校規

則第 107号）は，廃止する。

   附 則

この細則は，平成 18年７月 12日から施行し，平成 18年４月１日から適用する。

附 則

この細則は，平成 24年４月１日から施行する。

附 則

この細則は，平成 25年２月 20日から施行する。

附 則

この細則は，平成 26年４月１日から施行する。

附 則

この細則は，令和５年４月１日から施行する。
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委員会規程࣮ࢱࣥࢭ┙石川工業高等専門学校情報ᡓ␎ᇶۑ

平成５年４月１日 規則第 314号

平成８年４月１日 ୍㒊ᨵṇ

平成 14月４月１日 ୍㒊ᨵṇ

平成 16月４月１日 ୍㒊ᨵṇ

平成 17月４月１日 ୍㒊ᨵṇ

平成 18月５月 17日 ୍㒊ᨵṇ

平成 24年４月１日 ୍㒊ᨵṇ

平成 24月４月４日 ୍㒊ᨵṇ

平成 25月２月 20日 ୍㒊ᨵṇ

平成 26月４月１日 ୍㒊ᨵṇ

令和５年２月８日 ୍㒊ᨵṇ

令和７年２月 12日 ୍㒊ᨵṇ

（㊃᪨）

第１条 この規程は，石川工業高等専門学校情報ᡓ␎ᇶ┙࣮ࢱࣥࢭ規程第６条第２㡯にᇶ࡙き，石川

工業高等専門学校情報ᡓ␎ᇶ┙࣮ࢱࣥࢭ委員会（以ୗࠕ委員会ࠖとい࠺。）の⤌⧊及び㐠Ⴀにࡘい

て必要࡞事㡯を定める。

（⤌⧊）

第２条 委員会は，ḟの教職員を委員として⤌⧊する。

（１）校長⿵బ(ᅗ᭩࣭情報ᢸᙜ) 

（２）情報ᡓ␎ᇶ┙࣮ࢱࣥࢭ長

（３）情報ᡓ␎ᇶ┙࣮ࢱࣥࢭḟ長

（４）情報ᡓ␎ᇶ┙࣮ࢱࣥࢭ員

（５）総務課長及び学生課長

（６）校長がᣦྡするᢏ⾡職員  ⱝᖸྡ

（７）その௚校長が≉に必要と認めた⪅

（委員長等）

第３条 委員会に，委員長及び๪委員長を置く。

２ 委員長は，๓条第１㡯第２号の委員をࡗࡶてこࢀに඘てる。

３ ๪委員長は，๓条第１㡯第３号の委員をࡗࡶてこࢀに඘てる。

４ 委員長は，委員会をᣍ㞟し，その㆟長と࡞る。

５ ๪委員長は，委員長を⿵బし，委員長に事ᨾ࠶るときはその職務を௦行する。

６ 委員長は，必要と認めた場合は，委員以外の⪅を委員会に出席させ，ពぢを⫈くことができる。

（任務）

第４条 委員会は，ḟのྛ号にᥖࡆる事㡯をᑂ㆟し，ࡲた，推進及びㄪᩚをᅗることを任務とする。

（１）情報ᡓ␎ᇶ┙࣮ࢱࣥࢭ（以ୗ࣮ࠖࢱࣥࢭࠕとい࠺。）の⟶理，㐠Ⴀに㛵すること。

（２）電子計算機（以ୗࠕ電算機ࠖとい࠺。）にࡼる情報処理教⫱に㛵すること。

（３）電算機の฼用及び࣮ࢱࣥࢭのᑗ᮶計⏬に㛵すること。

（４）教⫱，◊✲及び事務の情報処理に㛵するㄪᰝ，◊✲，௻⏬❧᱌及びၨⵚに㛵すること。

（５）学ෆの情報ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿのᵓ⠏及び⟶理，㐠Ⴀに㛵すること。

（６）学ෆ外の情報ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿの㐃⤡，ㄪᩚに㛵すること。

（７）総合ⓗ情報処理໬に㛵すること。

（８）その௚委員長が必要と認めること。

（専門委員会）

第５条 委員長は，専門ⓗ事㡯をᑂ㆟するために必要と認めた場合は，委員会の㆟を⤒て，委員会の

中に専門委員会を置くことができる。

２ 専門委員会の委員は，委員長が委嘱し，その任期は，委員長が定める。

３ 委員長は，必要と認めた場合は，委員以外の教職員を専門委員会に出席させることができる。

（事務）

第６条 委員会の事務は，学生課において処理する。

   附 則

１ この規則は，平成５年４月１日から施行する。

２ 石川工業高等専門学校電子計算機委員会規則（昭和 54 年３月 12 日制定石川工業高等専門学校

規則第 141 号）及び石川工業高等専門学校総合情報処理推進委員会規則（平成３年９月２日制定

石川工業高等専門学校規則第 288号）は，廃止する。

   附 則

この規則は，平成８年４月１日から施行する。

   附 則

この規則は，平成 14月４月１日から施行する。

   附 則

この規則は，平成 16月４月１日から施行する。

   附 則

この規則は，平成 17月４月１日から施行する。

   附 則

この規則は，平成 18月５月 17ら施行し，平成１８年４月１日から適用する。

附 則

この規程は，平成 24年４月１日から施行する。

   附 則

この規程は，平成 24月４月４日ら施行し，平成 24年４月１日から適用する。

附 則

この規程は，平成 25年２月 20日から施行する。

附 則

この規程は，平成 26年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，令和５年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，令和７年４月１日から施行する。
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平成５年４月１日 規則第 314号

平成８年４月１日 ୍㒊ᨵṇ

平成 14月４月１日 ୍㒊ᨵṇ

平成 16月４月１日 ୍㒊ᨵṇ

平成 17月４月１日 ୍㒊ᨵṇ

平成 18月５月 17日 ୍㒊ᨵṇ

平成 24年４月１日 ୍㒊ᨵṇ

平成 24月４月４日 ୍㒊ᨵṇ

平成 25月２月 20日 ୍㒊ᨵṇ

平成 26月４月１日 ୍㒊ᨵṇ

令和５年２月８日 ୍㒊ᨵṇ

令和７年２月 12日 ୍㒊ᨵṇ

（㊃᪨）

第１条 この規程は，石川工業高等専門学校情報ᡓ␎ᇶ┙࣮ࢱࣥࢭ規程第６条第２㡯にᇶ࡙き，石川

工業高等専門学校情報ᡓ␎ᇶ┙࣮ࢱࣥࢭ委員会（以ୗࠕ委員会ࠖとい࠺。）の⤌⧊及び㐠Ⴀにࡘい

て必要࡞事㡯を定める。

（⤌⧊）

第２条 委員会は，ḟの教職員を委員として⤌⧊する。

（１）校長⿵బ(ᅗ᭩࣭情報ᢸᙜ)

（２）情報ᡓ␎ᇶ┙࣮ࢱࣥࢭ長

（３）情報ᡓ␎ᇶ┙࣮ࢱࣥࢭḟ長

（４）情報ᡓ␎ᇶ┙࣮ࢱࣥࢭ員

（５）総務課長及び学生課長

（６）校長がᣦྡするᢏ⾡職員  ⱝᖸྡ

（７）その௚校長が≉に必要と認めた⪅

（委員長等）

第３条 委員会に，委員長及び๪委員長を置く。

２ 委員長は，๓条第１㡯第２号の委員をࡗࡶてこࢀに඘てる。

３ ๪委員長は，๓条第１㡯第３号の委員をࡗࡶてこࢀに඘てる。

４ 委員長は，委員会をᣍ㞟し，その㆟長と࡞る。

５ ๪委員長は，委員長を⿵బし，委員長に事ᨾ࠶るときはその職務を௦行する。

６ 委員長は，必要と認めた場合は，委員以外の⪅を委員会に出席させ，ពぢを⫈くことができる。

（任務）

第４条 委員会は，ḟのྛ号にᥖࡆる事㡯をᑂ㆟し，ࡲた，推進及びㄪᩚをᅗることを任務とする。

（１）情報ᡓ␎ᇶ┙࣮ࢱࣥࢭ（以ୗ࣮ࠖࢱࣥࢭࠕとい࠺。）の⟶理，㐠Ⴀに㛵すること。

（２）電子計算機（以ୗࠕ電算機ࠖとい࠺。）にࡼる情報処理教⫱に㛵すること。

（３）電算機の฼用及び࣮ࢱࣥࢭのᑗ᮶計⏬に㛵すること。

（４）教⫱，◊✲及び事務の情報処理に㛵するㄪᰝ，◊✲，௻⏬❧᱌及びၨⵚに㛵すること。

（５）学ෆの情報ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿのᵓ⠏及び⟶理，㐠Ⴀに㛵すること。

（６）学ෆ外の情報ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿの㐃⤡，ㄪᩚに㛵すること。

（７）総合ⓗ情報処理໬に㛵すること。

（８）その௚委員長が必要と認めること。

（専門委員会）

第５条 委員長は，専門ⓗ事㡯をᑂ㆟するために必要と認めた場合は，委員会の㆟を⤒て，委員会の

中に専門委員会を置くことができる。

２ 専門委員会の委員は，委員長が委嘱し，その任期は，委員長が定める。

３ 委員長は，必要と認めた場合は，委員以外の教職員を専門委員会に出席させることができる。

（事務）

第６条 委員会の事務は，学生課において処理する。

   附 則

１ この規則は，平成５年４月１日から施行する。

２ 石川工業高等専門学校電子計算機委員会規則（昭和 54 年３月 12 日制定石川工業高等専門学校

規則第 141 号）及び石川工業高等専門学校総合情報処理推進委員会規則（平成３年９月２日制定

石川工業高等専門学校規則第 288号）は，廃止する。

   附 則

この規則は，平成８年４月１日から施行する。

   附 則

この規則は，平成 14月４月１日から施行する。

   附 則

この規則は，平成 16月４月１日から施行する。

   附 則

この規則は，平成 17月４月１日から施行する。

   附 則

この規則は，平成 18月５月 17ら施行し，平成１８年４月１日から適用する。

附 則

この規程は，平成 24年４月１日から施行する。

   附 則

この規程は，平成 24月４月４日ら施行し，平成 24年４月１日から適用する。

附 則

この規程は，平成 25年２月 20日から施行する。

附 則

この規程は，平成 26年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，令和５年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，令和７年４月１日から施行する。
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編集後記

本広報は、令和６年度から令和７年度の石川高専・情報戦略基盤センター（令和 4年度ま
での名称は 情報処理センター）の活動状況をまとめたものです。 令和７年度から電子情
報工学科を除く４学科にて情報融合コースが新設されたことや令和 7年 4月 18日に日本
およびアジア太平洋地域で初となる AI教育ラボ「AI Career Tech Center」（表紙写真）が
開所されたことなど、全学的に情報通信技術を強く学ぶようになってまいりました。それ
に伴って情報戦略基盤センターもより高度なセキュリティ対策等が求められるようになっ
てきたと思います。情報技術は作り方や使い方のみならず、その情報を守っていくことも
重要です。そのためにはセンターのみならず、各人それぞれの意識が重要になってきます。
すぐやる三箇条などはその最たるものと思います。皆様もあらためて情報通信技術を守る
ためにはどうすれば良いかを再確認いただければと思います。
さて、ご多忙な中原稿をお寄せいただいた執筆者の皆様をはじめ、発行にご尽力いただい
た方々に対して、紙面をお借りしまして心より厚く御礼申し上げます。
末筆ながら、情報戦略基盤センターの活動が皆様の教育・研究活動に寄与できることを
期待しますとともに、その成果を広報の場でご報告いただければ幸いです。

情報戦略基盤センター委員会 広報部会 新保 泰輝・横林 修造 記
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